
(3) 鉄 　 　筋

※ （ 　 ） 内 は 拡 底 部 施 工 径 を 示 す 。
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但 し 、 単 位 水 量 を 満 足 す る 為 に 必 要 な 場 合 、 高 性 能 Ａ Ｅ 減 水 剤 と す る 。
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Ｄ１０～Ｄ１６ 躯体全般

躯体全般

せん断補強筋

躯体全般

●

Ｄ１０～Ｄ１６

●

※　調合管理強度  Fmは下記とする。

Fm ≧（Fc、 Fd の大きい方の値）＋ mSn　

mSn：構造体強度補正値

Fc：設計基準強度

Fd：耐久設計基準強度  

ただし、非構造部材の土間コンクリート ･捨てコンクリート・押えコンクリート等は除外する。
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18-3 、 地 先 道 の 一 部 、

1南 谷 地 添 、 逢 隈 田 沢 字 鈴 木 堀

の 一 部 、2-6

93-1 の 一 部 、 浜 道 の 一 部 、126-2 126-5、

128-15、128-18

１ 85ｋｇ ／ｍ 3 以下

２７０ｋｇ／ｍ 3 以上

○ 支 持 地 盤 、 地 層 及 び 深 さ に

4. 地業工事

3. 地　盤建築物の構造内容1.

工 事 名称

建 築 場所

1 地 盤 調 査資 料

敷 地 内

○ 孔 内 水 位

○ 調 査 地 番

○ 位 置 図

土 　 質 標 準 貫 入 試 験
深

度

Ｎ

値
６０５０４０３０２０１０

( )1

ボ－リング標準貫入値、土質構成(4)

( )

有 　 無 ）無 　 　 （ 調 査 予 定

地 盤 調 査計 画2( )

ボ ー リ ン グ 調 査 静 的 貫 入 試 験 標 準 貫 入 試 験 水 平 地 盤 反 力 係 数 の 測 定

土 質 試 験 平 板 載 荷 試 験物 理 探 査 試 験 堀 （ 支 持 層 の 確 認 ）

地盤調査及び試験杭の結果により、杭長、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある3( )

敷 地 内 近 隣 ）有 （

○ 備 考

○ 近 隣 デ ー タ の 調 査 地 番 と

つ い て の コ メ ン ト

設 計 地 番 と は 約 　 　 ｍ の 距 離

が あ る

布 基 礎ベ タ 基 礎 有 無独 立 基 礎 試 験 堀

直 接 基 礎( )1

中 ボ ル ト 高 力 ボ ル ト す べ り 係 数 試 験 　 要 　 　 □ 否 　

高 力 ボ ル ト 導 入 張 力 確 認 試 験 　 要 　 　 □ 否 　

Ｍ 　 　 　 Ｌ ＝ 　 　 　 ㎜ 　 ナ ッ ト （ 　 シ ン グ ル 、 　 ダ ブ ル ）

Ｍ 　 　 　 Ｌ ＝ 　 　 　 ㎜ 　 ナ ッ ト （ 　 シ ン グ ル 、 　 ダ ブ ル ）

ф ＝ 　 　 　 Ｌ ＝ 　 　 　 ㎜頭 付 ス タ ッ ド ボ ル ト

φ＝

φ＝

Ｌ ＝ 　 　 　 ㎜ 　 　 　 　 　 適 用 箇 所 （ 　 柱 　 　 大 梁 　 　 小 梁 ）

Ｌ ＝ 　 　 　 ㎜ 　 　 　 　 　 適 用 箇 所 （ 　 柱 　 　 大 梁 　 　 小 梁 ）

アンカ－ボルト

本特記仕様書及び設計図書に記載なき事項は　 ●適 用 は　 　 印 を記 入 する

深さＧＬ－　　　　     ｍ    　　　支持層－

Ｍ 　 　 　 Ｍ

杭 基 礎2( ) 支 持 層 －

載荷試験 無有長期許容支持力度

1 コ ン クリ － ト( )

締 固 め

密 実 な コ ン ク リ － ト が 得 ら れ る よ う に 行 う 。

a.締 固 め は 、 鉄 筋 お よ び 埋 設 物 な ど の 周 辺 や 型 枠 の 隅 々 ま で コ ン ク リ － ト が 充 填 さ れ 、

b.締 固 め は 、 コ ン ク リ － ト 棒 形 振 動 機 ・ 型 枠 振 動 機 ま た は 突 き 棒 を 用 い て 行 い 、

必 要 に 応 じ て 他 の 用 具 を 補 助 と し て 用 い る 。

c.コ ン ク リ － ト 棒 形 振 動 機 は 、 打 込 み 各 層 ご と に 用 い 、 そ の 下 層 に 振 動 機 の 先 端 が

入 る よ う に ほ ぼ 鉛 直 に 挿 入 す る 。 振 動 機 の 挿 入 間 隔 は ６ ０ ㎝ 以 下 と し 、

順 序 立 て て 加 振 す る 。

加 振 は コ ン ク リ － ト の 上 面 に ペ － ス ト が 浮 く ま で と す る 。

d.型 枠 振 動 機 は 、 打 込 み 高 さ と 打 込 み 速 度 に 応 じ て コ ン ク リ － ト が 密 実 に な る よ う

養 生

a.コ ン ク リ － ト は 、 打 込 み 終 了 直 後 か ら セ メ ン ト の 水 和 お よ び コ ン ク リ － ト の 硬 化 が

十 分 に 進 行 す る ま で の 間 、 急 激 な 乾 燥 、 過 度 の 高 温 ま た は 低 温 の 影 響 、 急 激 な 温 度

者 の 承 認 を 受 け る 。

b.施 工 者 は 、 養 生 の 方 法 ・ 期 間 お よ び 養 生 に 用 い る 資 材 な ど の 計 画 を 定 め て 工 事 監 理

変 化 、 振 動 お よ び 外 力 の 悪 影 響 を 受 け な い よ う に 養 生 し な け れ ば な ら な い 。

c.打 込 み 後 の コ ン ク リ ー ト は 、 透 水 性 の 小 さ い せ き 板 に よ る 被 覆 、 養 生 マ ッ ト ま た は

  以 上 の コ ン ク リ ー ト 部 材 に お い て は 、 コ ン ク リ ー ト の 圧 縮 強 度 が 下 表 を 満 足 す る こ

  と を 確 認 す れ ば 、 以 降 の 湿 潤 養 生 を 打 ち 切 る こ と が で き る 。

  水 密 シ ー ト に よ る 被 覆 、 散 水 ・ 噴 霧 、 膜 養 生 剤 の 塗 布 な ど に よ り 湿 潤 養 生 を 行 う 。

d.早 強 ポ ル ト ラ ン ド セ メ ン ト ま た は 普 通 ポ ル ト ラ ン ド セ メ ン ト を 用 い る 厚 さ 18 cm

e .「 ( 3 )型 枠 」 の 項 中 「 型 枠 の 存 置 期 間 」 に 定 め る せ き 板 の 存 置 期 間 後 、 上 記 ２ 表

  の 養 生 必 要 期 間 に 達 す る 前 に せ き 板 を 取 り 外 す 場 合 は 、 そ の 日 数 の 間 ま た は 所 定 の

  圧 縮 強 度 が 発 現 す る ま で 、 コ ン ク リ ー ト を 散 水 ・ 噴 霧 、 そ の 他 の 方 法 に よ っ て 湿 潤

  を 保 た な け れ ば な ら な い 。

f.気 温 が 高 い 場 合 、 風 が 強 い 場 合 ま た は 直 射 日 光 を 受 け る 場 合 に は 、 コ ン ク リ ー ト 面

  が 乾 燥 す る こ と が な い よ う に 養 生 の 管 理 を 行 う こ と 。

5. 鉄筋コンクリ－ト工事

折 　 版 　 　 　 型 式 　 　 　 　 Ｈ ＝

デ ッ キ プ レ － ト 型 式

屋 根 、床 、 壁(6)

Ａ Ｌ Ｃ 版 　 　 　 　 　 　 　 　 厚

打 継 ぎ ・ 打 込 み ・ 締 固 め ・ 養 生 方 法 は 上 記 に よ る 他 、 Ｊ Ａ Ｓ Ｓ ５ － ７ 節 、 ８ 節 に 準 拠 す る 。

ボ－リング調査

現場透水試験

PS検層

水平地盤反力係数の測定

土質試験 液状化判定

平板載荷試験

コ ン ク リ － ト は Ｊ Ｉ Ｓ  A53 0 8に 適 合 す る も の 又 は 大 臣 認 定 品 と し 、 JIS表 示

セ メ ン ト は 、 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｒ ５ ２ １ ０ の 普 通 ポ ル ト ラ ン ド セ メ ン ト を 標 準 と す る 。

骨 材 の 品 質 は 、 JI S A 5 3 0 8附 属 書 1（ 規 定 ） に よ る 。

　 ア ル カ リ シ リ カ 反 応 試 験 に よ る 区 分 「 A」 （ 無 害 ） と 判 定 さ れ た も の を 用 い る 。

　 砂 利 、 砂 は JI S  A 5 3 0 8附 属 書 1（ 規 定 ） に よ る 。

　 砕 石 、 砕 砂 は JI S A 5 0 0 5に よ る 。

　 ス ラ グ 骨 材 は JI S A 5 0 1 1 - 1～ 4に よ る 。

粗 骨 材 の 最 大 寸 法 は 、 砂 利 で 25 m m、 砕 石 、 高 炉 ス ラ グ 砕 石 で 20m m以 下 と す る 。

コ ン ク リ ー ト の 練 り 混 ぜ に 用 い る 水 は 、 JI S  A 5 3 0 8付 属 書 9（ 規 定 ） に よ る 。

設 計 基 準 強 度

水 セ メ ン ト 比

単 位 水 量

空 気 量

単 位 セ メ ン ト 量

混 和 剤

寒 中 、 暑 中 、 そ の 他 特 殊 コ ン ク リ － ト の 適 用 を 受 け る 期 間 に 当 る 場 合 は 、 調 合 、

打 ち 込 み 、 養 生 、 監 理 方 法 な ど 必 要 事 項 に つ い て 、 工 事 監 理 者 の 承 認 を 得 る こ と 。

フ レ ッ シ ュ コ ン ク リ － ト の 塩 化 物 測 定 は 、 原 則 と し て 工 事 現 場 で （ 財 ） 国 土 開 発 技

術 研 究 セ ン タ － の 技 術 評 価 を 受 け た 測 定 器 を 用 い て 行 い 、 試 験 結 果 の 記 録 及 び 測 　

定 器 の 表 示 部 を 一 回 の 測 定 ご と に 撮 影 し た 写 真 （ カ ラ － ） を 保 管 し 承 認 を 得 る 。

測 定 検 査 の 回 数 は 、 通 常 の 場 合 、 １ 日 １ 回 以 上 と し 、 １ 回 の 検 査 に お け る 測 定 試

験 は 、 同 一 材 料 か ら 取 り 分 け て ３ 回 行 い 、 そ の 平 均 値 を 試 験 値 と す る 。

調 合 計 画 は 、 工 事 開 始 前 に 工 事 監 理 者 の 承 認 を 得 る こ と 。

耐 久 設 計 基 準 強 度 　 　 短 期 (Fd 1 8 )　 　 標 準 (F d2 4 )

長 期 ( Fd 3 0 )　 　 超 長 期 (F d 3 6 )

ま た 、 打 ち 込 み 量 が １ ５ ０ ｍ を こ え る 場 合 は １ ５ ０ ｍ ご と ま た は 、 そ の 端 数 ご と に 一 回
3 3

を 標 準 と す る 。 一 回 に 採 取 す る 供 試 体 は 、 適 当 な 間 隔 を お い た ３ 台 の 運 搬 車 か ら そ

の 必 要 本 数 を 採 取 す る 。 な お 、 供 試 体 の 数 量 は 、 特 別 指 示 な き 場 合 は 、 １ 回 当 り

６ 本 以 上 と し 、 そ の う ち ４ 週 用 に ３ 本 を 用 い る 。

コ ン ク リ ー ト の 圧 縮 強 度 試 験 は JIS  A 1 1 0 8に よ る 。 た だ し 、 供 試 体 が 凍 結 し て

験 を 行 う 。

い る お そ れ の あ る と き は 、 試 験 直 前 に 約 10° Cの 水 中 に 2～ 3時 間 浸 せ き し た の ち 試

c.コ ン ク リ － ト の 打 継 ぎ 面 は 、 レ イ タ ン ス 、 脆 弱 な コ ン ク リ － ト 、 ゴ ミ な ど を 取 り 除 き 、

d.打 込 み 速 度 は 、 コ ン ク リ － ト の ワ － カ ビ リ テ ィ － お よ び 打 込 み 場 所 の 施 工 条 件 な ど に

b.打 継 ぎ 部 の 形 状 は 、 打 継 ぎ 面 が 鉄 筋 に 直 角 と な り 、 構 造 部 材 の 耐 力 の 低 下 が 少 な く 、

g.コ ン ク リ － ト の 打 込 み 開 始 後 に や む を 得 ず 打 込 み を 中 止 す る 場 合 の 打 継 ぎ 部 の 位 置 ・ 　

d.打 継 ぎ 部 の コ ン ク リ － ト は 、 散 水 な ど に よ り 湿 潤 に し て お く 。 た だ し 、 打 継 ぎ 面 の 水

(２ )柱 お よ び 壁 の 水 平 打 継 ぎ 部 は 、 床 ス ラ ブ ・ 梁 の 下 端 、 ま た は 床 ス ラ ブ ・ 梁 ・ 　

基 礎 梁 の 上 端 に 設 け る 。

(1 )梁 お よ び 床 ス ラ ブ の 鉛 直 打 継 ぎ 部 は 、 ス パ ン の 中 央 付 近 に 設 け る 。

下 記 を 標 準 と す る 。

コ ン ク リ － ト の 締 固 さ が 容 易 に 行 え る も の と す る 。

コ ン ク リ － ト 打 込 み 前 の 打 継 ぎ 部 の 処 理 が 円 滑 に 行 え 、 か つ 新 た に 打 ち 込 む

付 着 し な い よ う に す る 。

そ の 際 、 打 ち 込 み 箇 所 以 外 の 鉄 筋 、 型 枠 お よ び 先 付 け タ イ ル な ど に コ ン ク リ － ト が

a.コ ン ク リ － ト は 、 そ の 占 め る 位 置 に で き る だ け 近 づ け て 打 ち 込 む 。

連 続 し て 打 ち 込 む 。

c.１ 回 に 打 ち 込 む よ う に 計 画 さ れ た 区 画 内 で は 、 コ ン ク リ － ト が 一 体 に な る よ う に

応 じ 、 良 好 な 締 固 め が で き る 範 囲 と す る 。

e.コ ン ク リ － ト の 自 由 落 下 高 さ は 、 コ ン ク リ － ト が 分 離 し な い 範 囲 と す る 。

工 事 監 理 者 の 承 認 を 受 け る 。

f.打 重 ね 時 間 間 隔 の 限 度 は 、 コ － ル ド ジ ョ イ ン ト が 生 じ な い 範 囲 と し て 定 め 、

移 動 な ど に よ り 、 か ぶ り 厚 さ 不 足 が 生 じ る こ と が な い よ う に す る 。

打 込 み

g.コ ン ク リ － ト の 打 込 み に 際 し て は 、 鉄 筋 、 型 枠 、 ス ペ － サ － お よ び バ － サ ポ － ト の

b.打 継 ぎ 部 に お け る コ ン ク リ － ト の 打 込 み ・ 締 固 め は 、 打 継 ぎ 部 に 締 固 め 不 良 や

ブ リ － デ ィ ン グ 水 の 集 中 な ど に よ る 脆 弱 部 を 生 じ な い よ う に 行 う 。

適 切 な 方 法 を 定 め て 工 事 管 理 者 の 承 認 を 受 け る 。

形 状 お よ び 処 理 方 法 は 、 上 記 a～ eに 準 ず る 。

“ 長 期 ” の 場 合 の 打 継 ぎ 部 の 処 理 方 法 は 、 特 記 ま た は 設 計 図 書 に よ る 。

新 た に 打 ち 込 む コ ン ク リ － ト と 一 体 と な る よ う に 処 理 す る 。 計 画 供 用 期 間 の 級 が

a.打 継 ぎ 部 の 位 置 は 、 構 造 部 材 の 耐 力 へ の 影 響 の 最 も 少 な い 位 置 に 定 め る も の と し 、

e.打 継 ぎ 部 の 一 体 性 の 確 保 ま た は 水 密 性 の 確 保 の た め の 特 別 な 処 理 を 講 ず る 場 合 は 、

f.逆 打 ち 工 法 の 打 継 ぎ 部 の 形 状 は 、 特 記 ま た は 設 計 図 書 に よ る 。

打 継 ぎ

は 、 コ ン ク リ － ト の 打 込 み 前 に 高 圧 空 気 な ど に よ っ て 取 り 除 く 。

構 造 体 コ ン ク リ － ト 現 場 の 圧 縮 強 度 試 験 供 試 体 （ Ｊ Ａ Ｓ Ｓ ５ Ｔ － ６ ０ ３ ） は 、 標 準 養 生 、

と す る 。

現 場 水 中 養 生 、 ま た は 現 場 封 か ん 養 生 と し 、 採 取 は 打 ち 込 み 工 区 ご と 、 打 ち 込 み 日 ご と

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　公共建築工事標準仕様書（令和４年版　社団法人　公共建築協会）による。

(4) 鉄 　 　骨

現 場 溶 接 備 　 考種 　 　 類

□ 有 　 　 無SS400 SM400 SN400A.B.C

STKR400 STKR490 □ 有 　 　 無

BCR295 BCP235

SM490A SN490B.C □ 有 　 　 無

ＳＳＣ４００ □ 有 　 　 無

ボ ル ト(5)

高力ボルト

又は普通：Ｆ１０Ｔ

コ ン クリ － ト ブロ ッ ク （Ｃ Ｂ ）

Ａ 種 Ｂ 種 Ｃ 種 　 　 厚

(2)

１ ０ ０ １ ２ ０ １ ５ ０ １ ９ ０

継 手 工 法使 用 箇 所径種 　 　 類

ＳＤ３４５

高 強 度 せ ん 断 補 強 筋

異 形 鉄 筋

溶 接 金 網 (JIS G 3551)

重 ね 継 手

ガ ス 圧 接 継 手

使 用 箇 所

2. 使用構造材料

コ ン クリ － ト1( )

適 　 用 　 箇 　 所 種 　 類
設 計 基 準 強 度

Ｆ ｃ ＝ Ｎ ／ ㎜

スラ ンプ

㎝2 2
備 　 考

普 通

押えコンクリート

捨てコンクリート

普 通土間コンクリート

普 通

普 通

調 合 管 理 強 度

Ｆ ｍ ＝ Ｎ ／ ㎜

普通：Ｆ８Ｔ （溶融亜鉛めっき） 認定品（　Ｍ１６　　Ｍ２０　　Ｍ２２　　Ｍ２４）

調 合 計 画

※SHD685

ＳＤ３９０

ABR400

ＳＤ２９５

躯体全般

材 　 料 施 工 法 備 　 考杭 　 種

□ 打 ち 込 み

□

ＰＨＣ（□Ａ種　□Ｂ種　□Ｃ種） □ 埋 込 み （ セ メ ン ト ミ ル ク 工 法 ）

Ｒ Ｃ

Ｐ Ｈ Ｃ 　 Ｈ 鋼

鋼 管

場 所 打 ち

コ ン ク リ － ト 杭

ＰＲＣ（□Ⅰ種　□Ⅱ種　□Ⅲ種）Ｐ Ｒ Ｃ

摩 擦 杭 鋼　材　□ＳＳ４００　□ＳＴＫ４００

試 験 杭

施 工 計 画 書 承 認 杭 施 工 結 果 報 告 書

無 ） 載 荷 ） 　 　 　 　 本

杭 仕 様

（ 　 打 ち 込 み ・ 　

スランプ

2

鉄　筋　　主　筋　ＳＤ

セメント量　   kg／ｍ
3

コンクリ－トＦｃ＝　　Ｎ／ｍｍ

フープ　ＳＤ

□ オ － ル ケ － シ ン グ 拡 底 杭

□ 手 堀

□ リ バ － ス サ － キ ュ レ － シ ョ ン

ア － ス ド リ ル 　 □ ミ ニ ア － ス

□ Ｂ Ｈ 深 礎
機 械 堀

大 臣 認 定 番 号

□STK490

符 号 本 数 特 記 事 項杭 の 先 端 の 深 さ （ ｍ ）設 計 支 持 力 （ ｋ Ｎ ）杭 径 （ ㎜ ） 羽 根 径 （ ㎜ ）

特殊：Ｓ１０Ｔ　認定品（　Ｍ１２　　Ｍ１６　　Ｍ２０　　Ｍ２２　　Ｍ２４）

厚

厚 　

使用 箇 所

□ G - E C S パ イ ル 工 法

TACP-0585

□ 有 　 　 無

（ 　 有 ・ 　

○使用箇所の詳細については別途図示とする。

○( )内は大臣認定番号とする。

工 事 種別 増 築 増 改 築新 築 改 築( )2

構 造 種別( )3

階 　 数

主 要 用途

( )

( )

4

5

屋 上 付属 物( )6

木造（Ｗ）

鉄筋コンクリート造（ＲＣ）

鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ）

プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＰＲＣ）

補強コンクリートブロック造（ＣＢ）

壁式鉄筋コンクリート造（ＷＲＣ）

壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＷＰＲＣ）

階階　　 階地下 地上 塔屋

高 架 水 槽 　 　 　 　 ｋ Ｎ キ ュ － ビ ク ル 　 　 ｋ Ｎ 広 告 塔 煙 　 突

鉄骨造（Ｓ）

( )7 特 別 な荷 重

付 帯 工事( )8

9( ) 増 築 計画 無有 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

リ フ ト 　 　 ｋ Ｎ

受 水 槽 　 　 ｋ Ｎ

ホ イ ス ト 　 　 ｋ Ｎエレベ－タ

倉庫積載床用　　　Ｎ／㎡

人乗（ロープ式　油圧式）

擁 壁門 塀

( )10 構 造 計算 ル ー ト Ｘ 方 向 ル ー ト 　 　    　 　 Ｙ 方 向 ル ー ト 　 　  

2

セメントの種類

計画供用期間の等級 一 　般

および

標　 準

長　　期

計画供用期間の等級

セメントの種類 標　 準

一 　般

および 長　　期

湿 潤 養 生 の 期 間

養 生 打 ち 切 り の た めの 必 要 強 度 （ Ｎ ／ｍ ｍ  ）

早強ポルトランドセメント

普通ポルトランドセメント

その他のセメント

３日以上

５日以上

７日以上 １０日以上

５日以上

７日以上

早強ポルトランドセメント

普通ポルトランドセメント
１５以上１０以上

設計図書の優先順位は次の通りとする。

１．現場打合せ記録書・質疑応答書
２．設計図

３．特記仕様書・各諸規準書

実 施

認 定 工 場 の 製 品 と す る 。 施 工 に 関 し て は JA SS 5 ( 2 0 1 8 )に よ る 。

- S-
構造設計者

平間  勝久　一級建築士 登録　第359850号

    構造設計一級建築士 交付　第 10586号

01亘理町立逢隈中学校トイレ増築工事R07.2 構造設計標準仕様-1
記 事 楠 山 設 計会社

株式
オー・エックス芭蕉の辻ビル

仙台市青葉区一番町三丁目3番16号

ＴＥＬ（022） 224-1207

宮城県知事  登録   第23110182号

一級建築士事務所

板垣俊也　　登録　 第207908 号

Ｎｏ．図　　　　　　　面　　　　　　　名工　　　　　　　事　　　　　　　名縮　　尺月　　日設　　　　計　　　　部承　　認設　　　　計　　　　者



が 部 分 的 に 減 少 す る 箇 所 に つ い て も

ひ び わ れ 誘 発 目 地 部 な ど 鉄 筋 の か ぶ り 厚 さ

最 少 か ぶ り 厚 さ を 確 保 す る 。

か ぶ り 厚 さ

最 少 か ぶ り 厚 さ設 計 か ぶ り 厚 さ

（㎜）（㎜）
部 　 　 　 　 位

土 に 接 し な い 部 分

屋 根 ス ラ ブ

床 ス ラ ブ

非 耐 力 壁

柱

は 　 り
屋 　 　 外

屋 　 　 内

耐 力 壁

擁 　 　 　 　 　 壁

柱 ・ は り ・ 床 ス ラ ブ ・ 耐 力 壁

基 　 礎 　 　 ・ 　 　 擁 　 壁

屋 　 　 内

屋 　 　 外

土 に 接 す る 部 分

30

40

40

50

50

50

70

20

30

30

40

40

40

60

(※1)

(※1)

(※1)

鉄 筋 に 対 す る コ ン ク リ ー ト の か ぶ り 厚 さ

外 壁 の 屋 外 に 面 す る 部 位 に 耐 久 性 上 有 効 な 仕 上 げ が あ る 場 合 、 屋 外 側 の 部 分 に 限 り(※1)

１ ０ ｍ ｍ 減 ず る こ と が で き る 。

（ 有 効 な 仕 上 げ は 、 ① タ イ ル 貼 り ・ ② モ ル タ ル 塗 り ・ ③ 外 断 熱 工 法 に よ る

　 仕 上 げ と す る 。 ま た 、 梁 の 水 平 面 及 び ス ラ ブ 面 は 減 ず る こ と は で き な い ）

か ぶ り 厚 さ（ 単 位 ： ㎜ ）

軽 量 コ ン ク リ ー ト の 場 合 は 、 各 部 か ぶ り 厚 さ 共 に １ ０ ｍ ｍ 増 し の 値 と す る 。(※2)

(※3) ピ ッ ト 内 の か ぶ り 厚 さ は 、 土 に 接 す る 部 分 に 倣 う 。

●

● ●

●

●

● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

● 100

100

30

30

●

●

●

●

●

● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

適 宜

適 宜

M

● ● ●

●

● 吹 付 ロ ッ ク ウ ー ル 合 成 被 覆

5. 鉄筋コンクリ－ト工事

型 枠 存 置 期 間

材 料 　 　 合 板 厚 　 １ ２ ｍ ｍ を 標 準 と す る 。 施 工 は Ｊ Ａ Ｓ Ｓ ５ に よ る 。

型　 枠(3)

鉄　 筋2( )

高 強 度 せ ん 断 補 強 筋 は 、 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｇ ３ １ ３ ７ に 規 定 さ れ る Ｄ 種 １ 号 適 合 品 と す る 。

鉄 筋 の 加 工 寸 法 、 形 状 、 か ぶ り 厚 さ 、 鉄 筋 の 継 手 位 置 、 継 手 の 重 ね 長 さ 、 定 着 長 さ は

「 鉄 筋 コ ン ク リ － ト 構 造 配 筋 標 準 図 （ １ ） （ ２ ） 」 ま た は 「 壁 式 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構

造 配 筋 標 準 図 （ １ ） （ ２ ） 」 に よ る 。

Ｄ １ ９ 未 満 は 、 す べ て 重 ね 継 手 と す る 。 継 手 （ Ｄ １ ９ 以 上 ） を ガ ス 圧 接 と す る 場 合 は 、

柱 の 帯 筋 （ Ｈ Ｏ Ｏ Ｐ ） の 加 工 法 は 、 H型

ス パ イ ラ ル 型 又 は 溶 接 閉 鎖 型 と す る 。

7. 設備関係

8. その他

特 記 以 外 の 梁 貫 通 孔 は 原 則 と し て 設 け な い 、 設 け る 場 合 は 設 計 者 の 承 認 を 得 る こ と 。

設 備 機 器 の 架 台 及 び 基 礎 に つ い て は 工 事 監 理 者 の 承 認 を 得 る こ と 。

床 ス ラ ブ 内 に 設 備 配 管 等 を 埋 め 込 む 場 合 は ス ラ ブ 厚 さ の １ ／ ３ 以 下 と し 管 の 間 隔 を

諸 官 庁 へ の 届 出 書 類 は 遅 滞 な く 提 出 す る こ と 。

必 要 に 応 じ て 記 録 写 真 を 撮 り 保 管 す る こ と 。

管 径 の ３ 倍 以 上 か つ ５ ㎝ 以 上 を 原 則 と す る 。

各 試 験 の 供 試 体 は 公 的 試 験 機 関 に て 試 験 を 行 い 工 事 監 理 者 に 報 告 す る こ と 。

6. 鉄骨工事

第 三 者 検 査 機 関 と は 、 建 築 主 、 工 事 監 理 者 又 は 工 事 施 工 者 が 、 受 入 れ 検 査 を

代 行 さ せ る た め に 自 ら 契 約 し た 検 査 会 社 を い う 。

第 三 者 検 査 機 関 名

検 査 箇 所 検 査 方 法

検 査 率 又 は 検 査 数

社 内 第 三 者 工 事 監 理 者

マ ク ロ 試 験 ・ そ の 他

備 考

％

個

個

％

個

個

％

％

個

個

％

外 観 （ 目 視 ） 検 査

5

鋼 材 倶 楽 部 「 建 築 鉄 骨 工 事 施 工 指 針 」

鉄 骨 工 事は 指 示 のな い 限 り下 記 に よる1

％

4 接 合 部 の溶 接 は 下記 に よ るこ と

現 寸 検 査

建 方 検 査

組 立 ・ 開 先 検 査 製 品 検 査

工 事 監 理者 の 承 認を 必 要 とす る も の2

材 料 規 格 証 明 書 ま た は 試 験 成 績 書

社 内 検 査 表

鋼 材 高 力 ボ ル ト 特 殊 ボ ル ト

製 作 工 場 製 作 要 領 書

3 工 事 監 理者 が 行 う検 査 項 目

日 本 建 築 学 会 「 Ｊ Ａ Ｓ Ｓ ６ 」 「 鉄 骨 精 度 検 査 基 準 」 「 鉄 骨 工 事 技 術 指 針 」

接 合 部 の検 査

溶 接 部 の 検 査 （ 検 査 結 果 は 後 日 工 事 監 理 者 に 報 告 す る こ と ）

（ 　 印 以 外 の 項 目 の 検 査 結 果 に つ い て は 、 工 事 監 理 者 に 報 告 す る こ と ）

( )

( )

( )

( )

( )

頭 付 ス タ ッ ド

日 本 建 築 学 会 「 溶 接 工 作 規 準 、 同 解 説 Ⅰ 、 Ⅱ 、 Ⅲ 、 Ⅳ 、 Ⅴ 、 Ⅵ 、 Ⅶ 、 Ⅷ 、 Ⅸ 」

日 本 建 築 学 会 「 鉄 骨 工 事 技 術 指 針 ・ 工 場 現 場 施 工 編 」

完 全 溶 込 み 溶 接 部

高 力 ボ ル ト の 締 付 け に 使 用 す る 機 器 は よ く 調 整 さ れ た も の を 使 用 し 、 締 付 け の 順

ど を 座 金 外 径 ２ 倍 以 上 の 範 囲 で シ ョ ッ ト ブ ラ ス ト 、 グ ラ イ ン ダ － 掛 け 等 を 用 い て

除 去 し た 後 、 屋 外 に 自 然 放 置 し て 発 生 し た 、 赤 さ び 状 態 で あ る こ と 。 た だ し 、 シ

場 合 は 、 赤 さ び は 発 生 し な い ま ま で よ い 。

ＪＩＳ　高 力 ボ ル ト と は 「 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 」 を 標 準 と す る 。 摩 擦 面 の 処 理 は 黒 皮 なＢ１１８６の高力ボルト

注 １ ） 　 現 場 溶 接 部 に つ い て は 原 則 と し て 第 三 者 に よ る 全 数 検 査 を 行 う 事 。

序 は 部 材 が 十 分 密 着 す る よ う 注 意 し て 行 う 。 ま た 、 締 付 け は 一 次 、 二 次 締 め と す る 。

締 付 け 後 の 検 査 は 、 各 締 付 け 工 法 別 に 適 切 な 締 付 け が 行 わ れ て い る か 検 査 す る 。

6 防 錆 塗 装

耐 火 被 覆の 材 料7

( )

( )

現 場 に お け る 高 力 ボ ル ト 接 合 部 及 び 接 合 部 の 素 地 調 整 は 入 念 に 行 い 、 塗 装 は 工 場

塗 装 と 同 じ 錆 止 め ペ イ ン ト を 使 用 し ２ 回 塗 り と す る 。

工 作 図 施 工 計 画 書

注 ２ ） 　 現 場 溶 接 は 、 超 音 波 探 傷 試 験 を １ ０ ０ ％ 行 う 事 。

超 音 波 探 傷 試 験

ガ ス 圧 接 部 の 抜 き 取 り 検 査 は 引 張 試 験 ま た は 超 音 波 探 傷 試 験 と し 、 同 一 作 業 班 が 同 一 日

に 施 工 し た 圧 接 箇 所 ご と （ ２ ０ ０ 箇 所 を 超 え る と き は 、 ２ ０ ０ 箇 所 ご と ） に １ 回 行 い 、

外 観 検 査 　 　 有 　 　 無 、 引 張 試 験 又 は 超 音 波 探 傷 試 験 　 　 有 　 　 無

１ 回 の 試 験 は 引 張 試 験 の 場 合 は 3本 以 上 、 超 音 波 探 傷 試 験 の 場 合 は ３ ０ 箇 所 と す る 。

ョ ッ ト ブ ラ ス ト 、 グ リ ッ ト ブ ラ ス ト に よ る 処 理 で 表 面 あ ら さ が ５ ０ Ｓ 以 上 で あ る

指 定 性 能 評 価 機 関 認 定 の 鉄 骨 製 作 工 場 　 　 　 グ レ － ド 以 上

９．

日 本 鉄 筋 継 手 協 会 「 鉄 筋 の ガ ス 圧 接 工 事 標 準 仕 様 書 」 に よ る 。

梁 の 二 段 筋 及 び 柱 の 寄 せ 筋 の 間 隔 は 「 主 筋 の 外 径 +呼 び 径 の 1. 5倍 」 と し 許 容 差 は

-0 m m～ + 2 0 m mと す る 。 許 容 差 は 参 考 値 と し 、 許 容 差 よ り 過 大 に な ら な い よ う に

施 工 時 に 考 慮 す る こ と 。

法第２０条各号（令第１２９条の２の3関連）の法適合確認

防 錆 塗 装 の 範 囲 は 、 高 力 ボ ル ト 接 合 の 摩 擦 面 及 び コ ン ク リ － ト で 被 覆 さ れ る 以 外

＊

＊

2

2

セメント

平均温度

の種類

コンクリート の 材齢 （日）

　　　ただし、養生方法は構造体コンクリート強度の管理用供試体と同一とする。

ｆ）

ｅ）

ｄ）

ｃ）

ｂ）

ａ） 基 礎 ・ 梁 側・ 柱 お よ び 壁 の せき 板 の 存 置 期 間 は、 コ ン ク リ ー ト の 圧縮 強 度 　 が  5 N/ mm　 以 上 に

達 し た こ とが 確 認 さ れ る ま でと す る 。 た だ し 、せ き 板 材 置 期 間 中 の平 均 気 温 が  1 0℃ 以 上 の 場 合

は 、 コ ン クリ ー ト の 材 齢 が 下表 に 示 す 日 数 以 上経 過 す れ ば 、 圧 縮 強度 試 験 を 必 要 と する こ と な く 取

り 外 す こ とが で き る 。

床 ス ラ ブ 下・ 屋 根 ス ラ ブ 下 およ び 梁 下 の せ き 板は 、 支 保 工 を 取 り 外し た 後 に 取 り 外 す。

支 保 工 の 存置 期 間 は 、 ス ラ ブ下 ・ 梁 下 と も 設 計基 準 強 度 の １ ０ ０ ％以 上 の コ ン ク リ ート の 圧 縮 強 度

が 得 ら れ たこ と が 確 認 さ れ るま で と す る 。

支 保 工 除 去後 、 そ の 部 材 に 加わ る 荷 重 が 構 造 計算 書 に お け る そ の 部材 の 設 計 荷 重 を 上回 る 場 合 に は 、

上 述 の 存 置期 間 に か か わ ら ず、 計 算 に よ っ て 十分 安 全 で あ る こ と を確 か め た 後 取 り 外す 。

荷 重 を 安 全に 支 持 で き る だ けの 強 度 を 適 切 な 計算 方 法 か ら 求 め 、 その 圧 縮 強 度 を 実 際の コ ン ク リ －

上 記 ｃ ） より 早 く 支 保 工 を 取り 外 す 場 合 は 、 対象 と す る 部 材 が 取 り外 し 直 後 、 そ の 部材 に 加 わ る

ト の 圧 縮 強度 　 が 上 回 る こ とを 確 認 し な け れ ばな ら な い 。 た だ し 、取 り 外 し 可 能 な 圧縮 強 度 は 、 こ

の 計 算 結 果に か か わ ら ず 最 低 12N /m m　 以 上 と しな け れ ば な ら な い 。

片 持 梁ま た は 庇 の 支 保 工の 存 置 期 間 は 、 上 記ｃ ） 、 ｄ ） に 準 ずる 。

（注）＊印は JASS 5 T-603（構造体コンクリートの強度推定のための圧縮強度試験方法）による。

＊

基 礎 ・ 梁 側・ 柱 お よ び 壁 の せき 板 の 存 置 期 間 を定 め る た め の コ ン クリ ー ト の 材 齢

早強ポルトラ

ンドセメント

20℃以上

20℃未満10℃以上

2

3

普通ポルトランドセメント

フライアッシュセメントＢ種

シリカセメントＢ種

高炉セメントＢ種

高炉セメントＡ種

フライアッシュセメントＡ種

シリカセメントＡ種

4

6 8

5

実 施

　 に よ る 。

・ 建 築 物 に 設 け る 建 築 設 備 に あ っ て は 、 構 造 耐 力 上 安 全 な も の と し て 、 　 以 下 の 構 造 方 法

１

適 合 を 確 認 し た

該 当 無 し

２

適 合 を 確 認 し た

該 当 無 し

３

お そ れ が な い も の と す る こ と 。

建 築 設 備 （ 昇 降 機 を 除 く ） 、 建 築 設 備 の 支 持 構 造 部 及 び 緊 結 金 物 は 、 腐 食 又 は 腐 朽 の

屋 上 か ら 突 出 す る 水 槽 、 煙 突 、 冷 却 塔 そ の 他 こ れ ら に 類 す る も の は 、 支 持 構 造 部 又 は

煙 突 の 屋 上 突 出 部 の 高 さ は 、 れ ん が 造 、 石 造 、 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 造 又 は 無 筋 コ ン

ク リ ー ト 造 の 場 合 は 鉄 製 の 支 枠 を 設 け た も の を 除 き 、 ９ ０ ｃ ｍ 以 下 と す る こ と 。

建 築 物 の 構 造 耐 力 上 主 要 な 部 分 に 、 緊 結 す る こ と 。

適 合 を 確 認 し た

該 当 無 し

４

適 合 を 確 認 し た

該 当 無 し

建 築 物 に 設 け る 給 水 、 排 水 そ の 他 の 配 管 設 備 は 、５

適 合 を 確 認 し た

該 当 無 し

煙 突 で 屋 内 に あ る 部 分 は 、 鉄 筋 に 対 す る コ ン ク リ ー ト の か ぶ り 厚 さ を ５ ｃ ｍ 以 上 と し た

コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 造 と す る こ と 。

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 又 は 厚 さ が ２ ５ ｃ ｍ 以 上 の 無 筋 コ ン ク リ ー ト 造 、 れ ん が 造 、 石 造 、

５－１

５－２

風 圧 、 土 圧 及 び 水 圧 並 び に 地 震 そ の 他 の 震 動 及 び 衝 撃 に 対 し て 安 全 上 支 障 の な い

構 造 と す る こ と 。

建 築 物 の 部 分 を 貫 通 し て 配 管 す る 場 合 に お い て は 、 当 該 貫 通 部 分 に 配 管 ス リ ー ブ

を 設 け る 等 有 効 な 管 の 損 傷 防 止 の た め の 措 置 を 講 ず る こ と 。

適 合 を 確 認 し た

該 当 無 し

５－３管 の 伸 縮 そ の 他 の 変 形 に よ り 当 該 管 に 損 傷 が 生 ず る お そ れ が あ る 場 合 に お い て 、

伸 縮 継 手 又 は 可 と う 継 手 を 設 け る 等 有 効 な 損 傷 防 止 の た め の 措 置 を 講 ず る こ と 。

適 合 を 確 認 し た

該 当 無 し

５－４管 を 支 持 し 、 又 は 固 定 す る 場 合 に お い て は 、 つ り 金 物 又 は 防 振 ゴ ム を 用 い る 等

有 効 な 地 震 そ の 他 の 震 動 及 び 衝 撃 の 緩 和 の た め の 措 置 を 講 ず る こ と 。

適 合 を 確 認 し た

該 当 無 し

６

適 合 を 確 認 し た

該 当 無 し

地 震 そ の 他 の 震 動 及 び 衝 撃 に 対 し て 構 造 耐 力 上 安 全 な も の と す る こ と 。

そ の 他 こ れ ら に 類 す る も の に あ っ て は 、 建 設 省 告 示 第 １ ３ ８ ９ 号 に よ り 、 風 圧 並 び に

法 第 ２ ０ 条 第 1項 第 一 号 か ら 第 三 号 ま で の 建 築 物 に 設 け る 屋 上 か ら 突 出 す る 水 槽 、 煙 突

給 湯 設 備 ※ は 、 風 圧 、 土 圧 及 び 水 圧 並 び に 地 震 そ の 他 の 震 動 及 び 衝 撃 に 対 し て 安 全 上

支 障 の な い 構 造 と す る こ と 。 満 水 時 の 質 量 が 15 kgを 超 え る 給 湯 設 備 に つ い て は 、

地 震 に 対 し て 安 全 上 支 障 の な い 構 造 と し て 、 平 成 12年 建 設 省 告 示 第 13 88号 第 5に

規 定 す る 構 造 方 法 に よ る こ と 。

※ 「 給 湯 設 備 」 ： 建 築 物 に 設 け る 電 気 給 湯 器 そ の 他 の 給 湯 設 備 で 、 屋 上 水 槽 等 の う ち

        給 湯 設 備 に 該 当 す る も の を 除 い た も の

適 合 を 確 認 し た

該 当 無 し

7

の 部 分 と す る 。 錆 止 め の ペ イ ン ト は 、 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｋ ５ ６ ７ ４ 、 ２ 回 塗 り を 標 準 と す る 。

「 構 造 関 係 規 定 に 関 る 部 分 の 図 書 を 作 成 し た 」

「 構 造 関 係 規 定 に 関 る 部 分 が 適 合 す る こ と を 確 認 し た 」

※ 上 記 、 法 第 ２ ０ 条 各 号 （ 令 第 １ ２ ９ 条 の ２ の 3関 連 ） に お け る

8

　 「 令 第 39条 の 規 定 (屋 根 葺 き 材 等 )」 に 関 す る 取 り 付 け に あ っ て は 、 構 造 耐

力 上 安 全 な も の と す る こ と 。

そ の 他

鉄 筋 は Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｇ ３ １ １ ２ の 規 格 品 を 規 準 と す る 。 施 工 は Ｊ Ａ Ｓ Ｓ ５ （ 20 1 8） に よ る 。

- S-
構造設計者

平間  勝久　一級建築士 登録　第359850号

    構造設計一級建築士 交付　第 10586号

構造設計標準仕様-2 02亘理町立逢隈中学校トイレ増築工事R07.2
記 事 楠 山 設 計会社

株式
オー・エックス芭蕉の辻ビル

仙台市青葉区一番町三丁目3番16号

ＴＥＬ（022） 224-1207

宮城県知事  登録   第23110182号

一級建築士事務所

板垣俊也　　登録　 第207908 号

Ｎｏ．図　　　　　　　面　　　　　　　名工　　　　　　　事　　　　　　　名縮　　尺月　　日設　　　　計　　　　部承　　認設　　　　計　　　　者
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混入量が多く、砂礫の土質を示す。             

少量混入する。                             

砂の粒径は比較的、均一である。     
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  1.98深度2.0m以浅は比較的均質である。

また、下部に従い砂分の混入量
混入する。
深度2.0m以深、全体に砂分を少量

砂の粒径は不均一である。
所々に径20mm以下の礫を混入する。

全体に径20mm以下の礫を混入する。
深度11.5m～11.7m間は礫の

砂の粒径は比較的、均一である。
深度14.0m付近から貝殻細片を

深度20.7m～21.5m間は細粒

深度0.30mまで砕石を主体とする。
深度0.04mまでアスファルト。

深度0.35mまで砕石を主体とする。
深度0.04mまでアスファルト。

全体に砂分を混入する。
深度3.25m以深は上部と比較し、

砂の粒径は不均一である。
所々に径20mm以下の礫を混入する。
深度9.0m以深、細粒分を薄く挟む。   

する。                                 
全体に径20mm以下の礫を少量混入

砂の粒径は比較的、均一である。

少量混入する。                             
深度15.0m付近から貝殻細片を

深度18.0m付近に細粒分を薄く挟む。  

砂の粒径は比較的、均一である。     

rc1

rd3

rd3

rd4

rd3

rd5

rc1

rd3

rd3

rd4

rd3

rd5

以深は、シルト質細砂の土質
に区分される盛土である。                   

が多く、深度3.0m付近は砂質シル
トの土質を示す。                       

深度8.8m以深、細粒分を
薄く挟む。   

砂の粒径は不均一であるが、
中砂～粗砂を主体とする。

砂の粒径は比較的、均一であり、
微細砂を主体とする。
全体に細粒分および貝殻細片を
少量混入する。

分の混入量が多く、シルト質
細砂の土質を示す。 

以深は、シルト質細砂の土質に
区分される盛土である。                   

砂分の混入量が多くシルト質砂
の土質を示すところもある。                     

砂の粒径は不均一であるが、
中砂を主体とする。

砂の粒径は比較的、均一であり、
微細砂を主体とする。
全体に細粒分および貝殻細片を
少量混入する。
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事 業 ・ 工 事 名

調 査 名 令和6年度　亘理町立逢隈中学校トイレ増築実施設計業務          

調査目的及び調査対象 建築  構造物基礎                                             

事 業 ・ 工 事 名

調 査 名 令和6年度　亘理町立逢隈中学校トイレ増築実施設計業務          

調査目的及び調査対象 建築  構造物基礎                                             
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亘理町立逢隈中学校トイレ増築工事R07.2
記 事 楠 山 設 計会社
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鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)

L2 or L3
D 8d以上

8dかつ150かつ
B/2以上

b

a

a

b

加工後の全長(L)

加工後の全長(L)

b b

a a

φ
へりあき
200以上

杭
主
筋
4
0
d

か
つ
L
2
以
上

L2

定着起点

L2h

L3h

折り曲げ開始点

L3

余長

8d以上

D余長

8d以上

La

L2

折り曲げ開始点 定着起点
L2h

6d以上
余長

D

定着起点
L2h

4d以上
余長

D

折り曲げ開始点

D

8
d
以
上

L3

L2

Lb

7
0

L2h

梁幅B

a
1

8
d
以
上 40

D

L2

La

L3h

L3

L2

折り曲げ開始点

L3hフック付定着とする。
下端筋はL3直線定着または

梁

小梁

実 施

柱
a～eに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。

(4) 鉄筋のフック ハンチを付けた場合（a≧3）
②ベタ基礎

末端にはフックが必要

(mm)

図

余長8d以上

180°

135°

90°

d

d

d

D

D

D

折り曲げ角度 鉄筋の種類
鉄筋の径に

よる区分 内法直径(D)

鉄筋の折り曲げ

 180°

 135°

 90°

SD390

D16以下

D19～D41

D41以下

5d以上

4d以上

3d以上

D29～D41

 90° SD490

D25以下

6d以上

項　　　　　目

主　筋

加　工　後　の　全　長

主　筋

あばら筋・帯筋・スパイラル筋

D25以下

D29以上D41以下

a, b

a, b

L

a, b

符　号 許　容　差

± 15

± 20

± 20

±  5

主　　筋

溶接閉鎖形筋

do do
異形鉄筋

スパイラル筋

あばら筋・帯筋

(3) 鉄筋のあき

(2) 加工寸法の許容差

(1) 鉄筋の折り曲げ加工

(1) 構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

(2) 記号

(5) 定着長さ

(6) 継手

鉄筋種別

SD345

SD390

SD490

18

48～60

39～45

30～36

24～27

21

21

24～27

30～36

39～45

48～60

18

21

24～27

30～36

39～45

48～60

24～27

30～36

39～45

48～60

40d

35d

30d

30d

25d

25d

40d

35d

35d

30d

30d

25d

40d

40d

35d

35d

30d

45d

40d

40d

35d

30d

25d

20d

20d

15d

15d

30d

25d

25d

20d

20d

15d

30d

30d

25d

25d

20d

35d

30d

30d

25d

20d

15d

15d

15d

15d

15d

20d

20d

20d

15d

15d

15d

20d

20d

20d

15d

15d

25d

25d

20d

20d

15d

15d

15d

15d

15d

15d

20d

20d

15d

15d

15d

15d

20d

20d

15d

15d

15d

20d 10d

La
(3)

Lb
L3 L3h L3

(フックなし) (フックあり) (フックなし)

定　着　の　長　さ

18

48～60

39～45

30～36

24～27

21

鉄筋種別

Fc(N/mm )

設計基準強度
の

2

SD345

SD390

SD490

21

24～27

30～36

39～45

48～60

18

21

24～27

30～36

39～45

48～60

24～27

30～36

39～45

48～60

L1

重ね継手長さ

45d

40d

35d

35d

30d

30d

50d

45d

40d

35d

35d

30d

50d

45d

40d

40d

35d

55d

50d

45d

40d

35d

30d

25d

25d

20d

20d

35d

30d

30d

25d

25d

20d

35d

35d

30d

30d

25d

40d

35d

35d

30d

コンクリート

(フックあり)

L1h

(フックなし)

D

鉄筋A 鉄筋B

d

ハ
カ
マ
筋

基
礎
ス
ラ
ブ
筋A

(1) 直接基礎

A

(フック付)

B
L0

LC

コンクリート面

45°～60°

※
※

※

※※※

300＜Ｈ≦1000

[注] (1) 表中のdは、異形鉄筋の呼び名の数値を表し、丸鋼には適用しない。

　　 (2) 直径の異なる鉄筋相互の重ね継手の長さは、細い方のdによる。

　　 (3) フック付き重ね継手の長さは、鉄筋相互の折り曲げ開始点間の距離とし、折り曲げ開始点

　　　　 以降のフック部は継手長さに含まない。

　　4.ガス圧接継手の形状、および継手の配置は下図による。

　　3.鉄筋径dの差が7mmを超える場合は、圧接としてはならない。

　　1.継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする。

直線重ね継手の長さL1

5.溶接継手および機械式継手を用いる場合は、信頼できる機関の認定等を受けたA級継手工法とする。

のある場合
ハカマ筋ハカマ筋

のない場合

フック付き

(3) 基礎接合部の補強

(2) 杭基礎

①場所打ち杭

杭頭処理要領

2－D16以上

Aの拡大図

ハカマ筋

基礎スラブ筋

(配筋については地震力等の水平力等を考慮して別途検討すること)

①独立基礎

②PHC杭

1. 一般事項

2. 鉄筋加工

3. 杭・基礎

※修正箇所は下線を引くこと　

小梁下端筋 スラブ下端筋一　般

Fc(N/mm )

設計基準強度
の

コンクリート

2

(フックなし)

L2 L2h

(フックあり)

斫り部分

15d

圧接面
圧接面

3-
D1
3

　　 (6) SD490の鉄筋を90°を超える曲げ角度で折り曲げ加工する場合は、事前に鉄筋の曲げ試験を

　　　　 行い、支障ないことを確認した上で、工事監理者の承認を得る。

　　　　 支障ないことを確認した上で、工事監理者の承認を得る。

　　 (5) 折り曲げ内法直径を上表の数値よりも小さくする場合は、事前に鉄筋の曲げ試験を行い

　　 (4) スラブ筋、壁筋には、溶接金網を除いて丸鋼を使用しない。

　　　　 余長は4d以上とする。

　　 (3) 片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる場合は、

     (2) スパイラル筋の重ね継手部に90°フックを用いる場合は、余長は12d以上とする。

[注] (1) dは呼び名に用いた数値とする。

[注] (1) 各加工寸法及び加工後の全長の測り方の例を下図に示す。

異形鉄筋では呼び名に用いた数値の1.5d以上、粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25mmのうち

最も大きい値。

■重ね継手

■継手に関する注意点

フック付き重ね継手の長さL1h

・ガス圧接形状(平成12年建設省告示1463号下図のほか、折れ曲がり、焼き割れ、へこみ、垂れ下がり

　　　　　　　 及び内部欠損がないもの)

・圧接継手　　　　　　　　　　 ・重ね継手（下図のいずれかとする）

圧接面

6.非破壊検査は工事監理者が承諾した信頼できる検査機関で行うこと。

W1の三角璧厚さは、200以上又は地中梁幅とし、

配筋は同厚の壁リストにならう

H＜300は※印筋は不要とする

※印筋はD10－＠200とする

HOOP筋の継手は片側溶接

10d又は重ね継手40d

スペーサー
フラットバー@3,000

(各4ｹ所)

鉄筋のかぶりは

100以上とする

杭頭補強要領は特記による

細いほうの径

do:基礎筋の径・ハカマ筋の

d :基礎筋の径

印鉄筋は曲げ上げ

なくてよい
B拡大図

Lo≧100かつ4d+70以上

L1

4d以上
余長

L1h

折り曲げ開始点
(鉄筋A)

折り曲げ開始点
(鉄筋B)

d 1 .4 d以 上
(1.5d )
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(1.2d)　　( )内はSD490の場合
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  d…異形棒鋼の呼び名に用いた数値（径）　　　D…部材のせい、又は鉄筋内法直径

 ＠…間隔　　ｒ…半径　　C…中心線　　 o…部分間の内法距離　　ho…部材間の内法高さ

　ST…あばら筋　　HOOP…帯筋　　S.HOOP…補強帯筋
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図の　印の鉄筋の重ね継手の

かつ

150以上

10d

　　 (4) 耐圧スラブの下端筋の定着長は一般定着L2とする。

　　　　 尚、Laの値は原則として柱せいの3/4倍以上とする。

　　　　 全定着長をL2以上とするとともに、水平定着長さをLa以上とし、余長を8d以上とする。

　　 (3) 梁主筋を柱へ定着する場合、水平定着長さがL2h確保できない場合は折り曲げ定着とし、

　　 (2) フック部の折り曲げ内法直径D及び余長は、「鉄筋の折り曲げ加工」の表による。

　　 　　折り曲げ開始点以降のフック部は定着長さに含まない。

[注] (1) フック付き鉄筋の定着長さL2hは、定着起点から鉄筋の折り曲げ開始点までの距離とし、
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杭間隔は2×φかつ

φ+1000以上

90°フック

D

下端筋のフック付き定着長さL3h
(小梁・スラブ)

下端筋の直線定着長さL3
(小梁・スラブ)

直線定着の長さL2

90°フック

定着起点 定着起点折り曲げ開始点

定着起点

135°フック

180°フック

フック付き定着の長さL2h

小梁・スラブの上端筋の梁内

折り曲げ定着の投影定着長さLb

    2.D19以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない。 （スラブ・壁は除く）

SD345

SD295

SD295

SD295
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4.埋め戻し土のある場合は40を70とする。大梁主筋の柱内折り曲げ定着の

投影定着長さLa

幅の小さい梁ヘの定着要領

(Lbが確保できない場合)

梁

　a. あばら筋、帯筋、および幅止メ筋

　b. 煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）

　c. 柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分

　　 および下端の両端にある場合の鉄筋（右図参照）

　d. 単純梁の下端筋

　e. その他、本配筋標準に記載する箇所

2

1.耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう。

　但し上筋と下筋を読みかえる。

2.①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする。

3.②の鉄筋はD13以上
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鉄筋コンクリート構造配筋標準図(2)
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主筋と同径
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（6）　梁主筋の定着

(1)　独立基礎、杭基礎の場合 (定着、継手)

(長期荷重が支配的な場合の継手は6.(2)大梁継手位置とする)

　場合、上向きとすることができる。

(2)　布基礎、べた基礎の場合 (定着、継手)

(3)水平ハンチの場合のあばら筋加工要領　 (4)せいの高い梁のあばら筋加工要領図

(6)　絞り

溶接継手

※一般のあばら筋と同径のものを2本束ねる。

(1)　柱主筋の継手位置 (2)　柱主筋の定着

(4)　寄せ筋の保持

（1）　定着
※訂正箇所は下線を引くこと

鉄筋のフックは「柱頭の四隅の

鉄筋並びにはりのせいが小さく、

必要な定着長さが不足する箇所」

に付ける

補強かご鉄筋

h
o

h
o

※主筋のカットオフ長さは  o/4+15dを基本とし、特別な長さを要する部分は6.大梁の項の表6-1による。

注 1. 第1帯筋は、梁づらに入れる。

注 2. W型で現場溶接をする場合は

主筋の位置を避ける。

注 3. フックおよび継手の位置は、

交互とする。

打継ぎ部

6φ-@1000

6φ-@1000

h
o

により補強する

場合はかご鉄筋で補強、または特記

柱、梁の定着L2以上が確保されない

印は幅止め筋を示す

（3）　あばら筋，腹筋，幅止め筋の配置

（2）　大梁主筋の継手

注：点線は下端筋の曲下げ定着

　　L2を示す。

ことを原則とする

※1 主筋のカットオフ長さは  o/4+15dを基本とし、特別な長さを要する部分は表6-1による。

8
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上

*上端主筋の定着は、やむを得ない

※主筋のカットオフ長さは  o/4+15dを基本とし、特別な長さを要する部分は6.大梁の項の表6-1による。

180°フック付きとする。

(ロ)では、あばら筋の継手は

(イ) (ロ) (ハ)

または

機械式継手

(a)e≦D/6かつ150

帯筋より1サイズ太く

又は同サイズ2本

カゴ筋　 型
　□ 図示による
　□ 帯筋と同径・同ピッチ、X-Y 2巻づつ

拘束筋は以下による

範囲を拘束筋で拘束する

1階柱脚の主筋は梁上から柱せいの1.2倍の

(5)　柱脚部の補強

拘束筋

皿 型

イ Ｈ型(タガ型) 　　    ロ Ｗ型(溶接閉鎖型)　     　ハ Ｓ型(スパイラル型)

(SA・A級継手)
機械式継手

カ
プ
ラ

圧接継手

柱幅が大きい場合

フック付

あばら筋補強筋

(設計図書による)

あばら筋補強筋

(設計図書による)

最 上 階一 般 階

表6-1 特別なカットオフ長さを要求する部材

部 材 名  o/4に加える長さ 部 材 名  o/4に加える長さ

(mm)

大梁リスト参照

つりあげ筋

同サイズを2本巻きとする

つり上げ筋は、一般のあばら筋と第一あばら筋は柱面より配筋する

※ねじれを受ける梁は特記による。

(注、床版がない場合は135°以上のフックとする)（4）　あばら筋の型

① 直線定着

② 90°フック付直線定着

③ 折曲げ定着

④ プレート定着
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※プレート定着には性能証明等を取得した材料を用い、

　プレート定着を用いてはならない。

※最上階L型接合部における上端筋の一段目の定着に

　その工法の適用範囲と仕様を確認する。

o/4※1

折曲げ起点は3/4Dをこえる

　は使用してはいけない。

[注]　(イ)で、 　 を使用してよいが、

30程度※

30程度※

継手範囲

※圧接継手を用い上記の継手範囲から外れた場合は、

  設計者と協議し機械式継手を使用する事。

(b)150＞e＞D/6

腹筋

幅止め筋
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d D

幅止め筋 D10@1000以内で割り付ける

1500以上　　　　 　D13@300以内

1200≦D＜1500　　  D10@300以内
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カゴ筋　 型
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腹 筋

600≦D＜900　　　　2－D10　1段

900≦D＜1200　　　 4－D10　2段
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補強帯筋

梁成の大きい場合や

（5）　幅止め筋の本数，加工

（イ）原則として ａ のフック先曲げとする。片側床版付（Ｌ型）梁で ｂ

　　　両側床版付（Ｔ型）梁で ｃ 叉は ｂ とすることができる。

（ロ）フックの位置は ａ にあっては交互，ｂ にあってはスラブ付側とする。 に使用することができる

SRC造のあばら筋の納まり
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鉄筋コンクリート構造配筋標準図(3)

● 評定を取得した既製品

実 施

小梁の定着a

正

面

LC

に必ず入れること。

補強あばら筋は、小梁主筋側

小梁

10d以上

正 面
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θ=45°

L
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ハンチ

ハンチがある場合の有効せい

段差部でハンチを設ける例

B

D
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h

ハンチの検討をする。

段差hがh＞D-  D2-B2 となる場合には
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 o/4  o/4

 o  o
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平面図立面図
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元端部先端部
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※訂正箇所は下線を引くこと

肩筋D13以上

上端筋の継手位置

※

a

b

a

出隅部分補強配筋

一般床版配力筋
出隅部

出隅受け部

(
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部
の
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に
上
端
筋
は
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、
下
端
筋
は
D
1
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を
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け
る
)
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着

b

（開口の径５００程度の場合）

   　D≦150 各2-D13

各2-D13

各2-D19

各1-D13

各2-D13

各2-D16

注）

D13

D13

床板厚さD 周 囲 斜 め

周囲補強筋

斜め補強筋

全断

D

全断

D
≦
H
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L1

L12D以上

L2

D
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2D

折曲 D10-@200

D10-@200

a　軽作業の土間

D13
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(8)　打継ぎ補強
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腹筋

150＜D≦300

300＜D≦500
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を
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え
る
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イ
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D13

d

D13D13 2-D13以上 2-D13以上

EW
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θ≒45°

θ≒45°

250 250

H

パラペット

L2

D13

L2

手　摺

D13

（但し、H＞800以上の場合、設計図による）

L
2

L
1
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0

L
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L

D13

b

D/3 D

 o

(φ1+φ2)/2×3以上

φ1 φ2

(2)　既製品

(1)　定着

段差小梁の配筋(連続端の場合)

小梁筋の継手位置

b　間仕切壁との交叉部

(6)　土間コンクリート (7)　釜場

(5)　床版段差

(4)　床版開口部の補強

(3)　片持ち床スラブ定着および出隅部補強

(1)　定着および継手 (2)　屋根スラブの補強

(1)　定着

(3)　手摺、パラペット

(4)　コンクリートブロック帳壁 (5)　耐震壁端部の納まり

(1)　設置可能範囲

(1)　柱

(6)　連層耐震壁乾燥収縮の補強筋

増打ちするときは事前に設計者、

及び工事監理者と打合せのこと

▽最上階

補強筋

▽最下階

補強筋

※の個所（入隅）は各階補強する。

配筋の際かぶり厚に注意すること。

径で　=1500とし、上端筋の上に配筋する。

補強筋は各3-D13又はスラブ主筋の同一

一般床スラブ（四辺固定）

片持床スラブ定着

注）出隅部の補強筋は、計算により算出する。

出
隅
部
分
の
補
強
筋

注　1≧　2とする。
注　1≧　2とする。

それぞれの方向に出隅

補強筋として出隅部の

同本数をハッチ部分に

配置する。

※出隅受け部補強筋は、

(出隅受け部配筋)(出隅部分補強配筋)

2-D16

2-D16

L21200×600以下

D10-@150

D16

L2

L2

D

（開口補強筋については計算により確認すること）

望ましい範囲

25d  o/6  o/4

L3 L3

B

圧縮継手中心位置の好ましい範囲

注）上端筋の柱内への定着は3/4D以上とすること。片持梁の定着

折り下げること
下端筋位置まで

100以内

（a）先端部の範囲とカットオフ位置

大梁主筋

（b）先端小梁の定着

片持ち梁

あばら筋
を入れる

片
持
梁
曲
げ
下
げ

先
端
小
梁

Lb

L2

※固定度を考慮した場合は2/3B以上とする。

注）設計図にカットオフ位置の

　　特記がない場合斜めでもよい

小梁外端

(単独小梁両端)

連続梁

平面図

直線定着としてよい

あばら筋を配置

小梁上端筋と同等の

かつ※B/2以上

終端と同じ定着方法として、あばら筋に力の伝達主筋の定着長さで小梁の応力を伝達

小梁

大梁主筋

拘束筋 　-D10@200

最上階

最上階

（c）隣接する梁がある場合で柱定着

　　又は、隣接する梁へ定着する場合

（d）隣接する梁がない場合で柱定着

一般階

La

片持スラブ出隅部補強

底盤と同配筋

注）t：底盤と同厚以上

（ダメ穴打継面について）

(2)　スリット部（設計図に記入のあるとき）

完全スリット

D13

D10@200

D10@200ダブル

D10@200ダブル150以上

1
0
0
以
下

L
2

バーサポート バーサポート

L2

20dB

15d 15d

20d

L3

B

L2

L2

2/3 o+15d以上

かつL2以上

L2

L2

8
d

8
d

L3h

又はLa

L3

8
d

8
d

L3

60

8
d

10d以上 直線定着の場合は25d以上10d以上直線定着の場合は25d以上

8
d
8
d

L2 100以下 60L2 100以下

L1

L3

 1/2

L
3
L
1
 
1
/
2

 1

 
2

 
1
/
2

 1/2

 
2

 1

D13

D13

孔と孔のへりあき100以上

設備の小開口が連続して開く場合

は縦、横、斜補強筋とは別に開口

によって切断される鉄筋と同じ鉄

筋を開口を避けて補強する。

D13

H

●無筋部分D10-@200　長さ800以上

●設計配筋間隔の1/2ピッチ　長さ2L1以上D
D

600

L2 L2

D13

D10 @400

D10 @600

L2 L2

1
0
0
以
下

L
2

L
2

120以上

H

W
t

L
2

L2 L2 L2

L2

L2 L2

L
2

L
2

L2

1000

1000

 o/4  o/4

施工前に計算書を提出し、承認を得ること。

設計時に使用する評価取得品については計算書を提出すること。

場合は設計者又は工事監理者と打合

貫通孔が連続して間隔等が取れない

せのこと。

梁端部（スパン　/10以内かつ2D以内）は原則として避ける

L2

L2

L2

L2

L
2

150以上

t

8
d
以
上

50

斜めでもよい

下向きでもよい

B/2以上
※Lbかつ

8
d
以
上

ハンチがない場合の有効せい

スラブに上端筋がない場合

イは壁配筋と同じ

受筋D10

受筋D10

ダブル配筋シングル配筋

L
2
h
か
つ
中
心
線

横筋の配置は上下端

とも梁、又は床面に

一段目を配置する

梁に 柱に（平面図）

床に（非耐力壁とスラブが取り合う場合）

壁と壁（平面図）

シーリング材使用（耐火構造用目地材）

D10@400程度（防錆処理を施す）

tは階高の1/100程度

注）継手部は必ずモルタルを充填すること。

注）hはコンクリートブロック段数調整寸法とする。但し、200≦h≦400

注）ho≦25tかつ3500以下とする。但し直交方向25t以内に壁，又は柱がある場合を除く。

一般の場合

D13

D13

スラブに上端筋がある場合

L2

L1

L
1

L1

L1
L1

2L1

L
1

L1

注）補強筋はEW15の場合3-D13@100シングル

　　　　　　EW25以上の場合4-D16@100ダブルとする。

L

　壁筋にフックを設けない場合のLはL1とする。

　壁筋に135°フックを設けた場合のLは8dとする。

：鉄筋径および間隔は壁筋と同等、同ピッチ以上とし、

L2

L
2

かつ8d以上
150以上

縦筋は、柱面に

一本目を配置する

L2hかつ柱中心線を超える

D
以
下

※

※

補強タテ筋

A＜500 500≦A＜1000

3-D16 4-D16

a
2
0
d

補強筋

B

巾止メ筋

補強筋 a≦D/7かつa≦150

(2)　梁

印は補強筋を示す

印は補強筋を示す

B

●150以上の増打ちは図示による。

●※柱HOOPと同径、同ピッチとする。

●補強筋の定着長さはL2とする。

●ハッチ部分の面積 A cm2
●ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

あばら補強筋

補強筋

あ
ば
ら
補
強
筋

20d a

D10

2
0
d

a
'

a20d a20d

a及びa'＜150

a≦D/10かつa＜150

●増打ち80以下は補強なし。

a＜150

下端筋の継手位置

15d

下端筋の継手位置

15d

L2

 x/4

 x/2
15dLb

上端筋の継手位置

(上端)

主筋

D13

15d x/4Lb

L2  y/2

蹴上げ止
D10 (下端)

配力筋

　　　　　　EW18～22の場合4-D13@シングル

●補強筋は、D16以上とする。

　とする。

●補強筋の定着長さはL2とする。

●150以上の増打ちは図示による。

　増打コンクリート補強と同様とする。

●ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

●あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチ

●腹筋D10ピッチは、梁の腹筋と合せる。

●B≧400の場合は補強筋を3本とする。

●梁下端増打コンクリートの場合も上端

●増打ち80以下は補強なし。

□製品名

（指定条件と異なる場合は、設計者又は工事監理者と打合せのこと）

底盤と同配筋
STP

STP上に配置

- S-
構造設計者

平間  勝久　一級建築士 登録　第359850号

    構造設計一級建築士 交付　第 10586号

06鉄筋コンクリート構造配筋標準図(3)亘理町立逢隈中学校トイレ増築工事R07.2

11. 梁貫通孔補強

7. 小梁、片持梁 8. 床　版

9. 壁

10. 柱、梁増打コンクリート補強

記 事 楠 山 設 計会社
株式

オー・エックス芭蕉の辻ビル

仙台市青葉区一番町三丁目3番16号

ＴＥＬ（022） 224-1207

宮城県知事  登録   第23110182号

一級建築士事務所

板垣俊也　　登録　 第207908 号

Ｎｏ．図　　　　　　　面　　　　　　　名工　　　　　　　事　　　　　　　名縮　　尺月　　日設　　　　計　　　　部承　　認設　　　　計　　　　者



（５） 塗装

励行 し、部 材に確 認マー クをつ ける

裏 はつり

をい ためな い様に 、養生 を行な う

現 場溶接の 開先面 には、 溶接に 支障の ない防錆 材を塗 布する 。又、 開先部

コンク リート に埋め 込まれ る部分及 びコン クリー トとの 接触面 で、コ ンクリー トと

一体と する設 計仕様 になっ ている部 分は、 塗装を しない

（３）

（４）

（ロ） 裏 あて金

材質 は母材 と同質 材料とし 厚さは 手溶接 で 6㎜ 、半 自動溶 接で 9㎜ 以上 とする

30～35 10

但 し 梁 成 が Ｄ 　 　 ㎜ 未 満 の 場 合 の

ス カ ラ ッ プ は ｒ ＝ 　 ㎜ と す る

ｒ35

ｒ30

（ハ） ス カラップ 　半径 は　　 　　㎜ とし、 　㎜のダ ブルア ールと する

（ニ） ノン スカラッ プ工法

（ホ）

（へ）

基準 図の溶 接にお いて　 　と記 載のある 部分は 全て、 溶接監 理者の 確認をAAG

（２）

（１）

L

5

8

5

20

=150

ｒ
ｒ ス カ ラ ッ プ

ｒ ＝ 　 ～ 　 ㎜3530

G

θ

θ ＝ 開 先 角 度

Ｇ ： ル － ト 間 隔
裏当て金

平面詳細

A

1

1

3

1

1

1
1

3

3

４

1
1 ※

1 ※

４

４

A 断面

※

※

t＞16㎜１ の場合の溶接は、　　～　　とする。３ ５※

※

※

※

※

４

４

４

４

内ダイヤ フラム

150

根巻の場合

溶接記号番号を　中に記入のこと

（通しダイヤフラムの場合）

構造 設計仕 様によ る

社内 検査結 果の検 査報告 書には、 鉄骨の 寸法、 精度及 びその 他の結 果を添付 する

（注）ｆ：余盛　Ｇ：ルート間隔　Ｒ：フェース　Ｓ：脚長
（単位㎜）

適用 範囲は 、鋼材 を用い る工事に 適用し 、かつ 鋼材の 厚さが 　　㎜ 以下のも のとす る40

工作一般

（ｃ）

（ｂ） 鋼管 部材の 分岐継 手部の 相貫切断 は、鋼 管自動 切断機 による

鉄骨 製作及 び施工 に先立 って「鉄骨 工事施 工要領 書」

高張 力鋼の 歪み矯 正は、 冷間矯正 とする

高力ボルト接合

（ａ） 本締 めに使 用する ボルト と、仮締 めボル トの併 用はし てなら ない

溶接接合

溶接 機器

（ｃ） 溶接 方法

溶接 姿勢（ｄ）

（ａ）

（ｂ）

（イ） 交 流アー ク溶接 機 （ニ） 炭酸 ガスア ーク半 自動溶接 機

（ロ） 溶接 電流を 測定す る電流計（ホ）

（ハ） （ヘ）

（ 直流）

300A 500A

溶 接 技 能者

溶接 技能者 は施工 する溶接 に適応 する （手 溶接）又 はJIS Z 3801 JIS Z 3841

の 溶 接技術 検定試 験に合格 し引続 き、半 年以上 溶接に 従事して いる者 とする

（ 半自動溶 接）

～

ア ークエ アーガ ウジン グ機

サ ブマー ジアー ク溶接 機一式 溶接 棒乾燥 器

アーク手溶接

セルフ（ノンガス）シールドアーク半自動溶接

(MC)

(NGC)

ガスシールドアーク半自動溶接

アークエアーガウジング

(GC)

(AAG)

（イ） 仮 付位置

下向 　Ｆ 立 向　Ｖ 横向　 Ｈ 上向 　Ｏ

（ｅ） 組立 て溶接 技能者 は、原 則として 本工事 に従事 する者 が行う

組立 て溶接は 溶接の 始、終 端、隅 角部な ど強度上 、工作 上、問 題とな り易い 箇所は 避ける

良 仮付不良仮付不良 良

（ロ） 完 全溶込 み溶接 部の仮 付溶接は 必ず裏 はつり 側に施 工する

（ｆ） 溶接 施工

裏はつり側にする。

仮付溶接

Ⅰ）

エ ンドタ ブを取り 付ける

Ⅱ）エ ンドタ ブの材質 は、母 材と同 質とす る

エ ンドタ ブ

エ ンドタ ブの長さ は、

母 材より 　㎜程度 残し切 断して 、グラ インダ ー仕上げ とする

Ⅲ）

Ⅳ）プ レス鋼 板タブ、 固形タ ブ使用 につい ては、 資料を提 出して 設計者 又

（イ）

10

エンドタブ

㎜以上

かつ　以上

t

35

2t

NGC､GC:40 ㎜ 以 上と し特記 のない 場合は 、溶接終 了後、

MC:35 ㎜ 以 上

完 全溶込 み溶接、 部分溶 込み溶 接の両 端部に 母材と同 厚で同 開先形 状の

（ａ）

（ｃ）

（ａ）

（ｂ）

材料及び検査
（１） 隅肉溶接

SS t 1 t 16　≦　㎜

16

　但し片面溶接の場合はＳ＝ｔとする

　余盛は（　＋　　）㎜以下とする

軸力が加わる場合のＳは母材と同

余盛の高さ㎜

2t

a

＜　＜　㎜

8

L

5

8

開先面

柱が途中で折れる場合

及梁成が異なる場合

フ ラ ン ジ が 柱 の Ｒ に

大 梁 が 斜 め の 場 合

側 板 に 注 意 の こ と

は 溶 接 と 添 板 の 内

接 し な い こ と

④

ｔ ＞ 柱 フ ラ ン ジ の プ レ ー ト 厚

゜ ゜75 105θ ＝ 　 ～

内 ダ イ ヤ フ ラ ム

θ

以
上

100

平面詳細断面図A A

ガ ス 抜 き

φ ＝

スカーラップ部分は

回し溶接する

の 角 の Ｒ に 接 し な い こ と

A 断 面

あ た ら ぬ こ と

内 ダ イ ヤ フ ラ ム

以
上

内 ダ イ ヤ フ ラ ム の 場 合 は 柱

25

25

①

A　 以 上 か つ

①

4

7

7

4

4

エ ン ド タ イ プ が 互 に

20

の場合の溶接は、　　～　　とする。t＞16㎜１ ５３

溶接する。

フラムの厚さ（t）の内部で
７ はりフランジは、通しダイヤ※

断面図A A

回 し 溶 接 す る

ス カ ー ラ ッ プ 部 分 は

鋼材の種類

400N級鋼

490N級鋼

溶接材料 パス温度差（℃）入熱 （KJ／㎝）

以下40 以下350

以下40

以下

以下40

以下350

以下

以下350

25030

JIS Z 3211，3212，3214

YG W- 11， 15

YG W- 18， 19

YG A- 50 W， 5 0P

JIS Z 3212，3214

YG W- 11， 15

YG W- 18， 19

YG A- 50 W， 5 0P

7

1

7

4

1

4

1

1

4

1

4

4

7

7

4

1

4

1

1 ※

1 ※

※

※

※

※

※

※

※

t＞16㎜１ の場合の溶接は、　　～　　とする。３ ５

※

※

※

※

※

※

※

(平継手で板厚が異なるとき)

t＞16㎜ の場合の溶接は、　　～　　とする。３ ５※2

1 ※

※2

1※

※ 2

４

1※

４

1

100
以
上

以
上

以 上25

ｔ

t

は 工事監 理者の承 認を得 る

を提 出し工 事監督 員の承 認を得 る

ダイヤフラム厚は、接合する梁の最大厚の２サイズアップ以上とする。

＜柱材料：BCR295、BCP325を使用する場合＞

ダイヤフラムは、柱フランジ厚 16mm未満の場合 SN490C SN490B

                柱フランジ厚 16mm以上の場合 SN490C を使用する。

溶接姿勢

6

9

9

6

9

6

9

6

9

6

5

8

Lt 1 θ G t 1G

t 126

　㎜t θ

F.V

35ﾟ 9 9

＜　＜　

t 1612 ≦　≦　

t 　＞　19

5

　フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする

　　㎜～　㎜は１パス以上、　㎜以上は２パス以上とする

　溶接棒角度θは　゜～　゜とする30 40

9 16 19

B

t

S

φ

22

16

13

9 7

8

9

10

11

12

4.5

4

19

8

7

6

5

25

寸 法（㎜）

B Sφ

Ｋ 形 の 場 合

⑧

フレアー溶接（４）

⑦

θ

プレート

f

≦　R 2

Ｇ

25 ㎜以上 LL

t

t 1

45ﾟ 45ﾟ

45ﾟ

35ﾟ 35ﾟ

（２）

溶接姿勢 F.V

10t/ 4 S

　＞　㎜tt

t

t 1

D 1 D 1

S
1660ﾟ θ＝ 60ﾟ

Ｇ＝Ｏ

θ＝

≦　≦　㎜

②

≦t t 1

（ 使 用 箇 所 に 注 意 ）

Ｒ≦2

　両側に補強隅肉溶接を付加する

部分溶け込み溶接

2t

S

①

7 以下 ～ ～11 13 14tt ～8 10

6S 7 10 12

t 1 t 2　ｔは　、　の小なる方とする

1 0.1 S

厚とすることが望ましい

完全溶込み溶接（３） （ 平 継 手 　 Ｔ 形 継 手 ）

θ＝ 45ﾟ

～0 2Ｇ＝　　（裏はつり後裏溶接）

③

f

f

t≦　R 2

f=t/4

　両側に補強すみ肉溶接を付加する AAG

④

　補強すみ肉溶接を付加する

⑤

Ｔ 形 突 合 せ 継 手 余 盛

　両側に補強すみ肉溶接を付加する

（）内は でＦＨの場合ＧＣ ．ＡＡＧ

t 19　＞　

2

3

4

t＜　≦　124

t 19＜　≦　12

　≦　4t

のど厚　㎜t

1

t

溶接姿勢

　≧　㎜t 19

F.V

t 1

5

～20Ｇ＝　　

削り面

（裏はつり後溶接）
（裏はつり後溶接）

1

＞　㎜の場合a 4ｆ≧０．５㎜（ただし、ｔ≧１５㎜のとき４㎜とする。）

溶接姿勢 F.V

t t 196

　両側に補強すみ肉溶接を付加する

⑥
f

Ｇ＝　　～20

t

θ＝ 45ﾟ

≦　R 2

f=t/4

θ＝ 45ﾟ

溶接姿勢

6

9

9

6

9

6

9

6

9

6

5

8

45

45

3535ﾟ

Lt 1 θ G t 1G

t 16≦　＜　

t 126 ≦　＜　
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以上L-65x65x6

鉄筋9 φ =1000

12

シーリング材

ALC 壁パネル

以上L-65x65x6

鉄筋9 φ

シーリング材

=500

スライドハタ金物

シーリング材

カバープレート ｱ 2.3

ALC 壁パネル

φ

板取付要領

6ｱ受け金物

カバープレート構法ボルト止め構法

挿 入 筋 構 法 ス ラ イ ド 構 法

鉄骨柱

鉄骨梁鉄骨梁

12 φ

鉄骨柱
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軸 径 d 頭 径 D 頭 高 さ T

ス タ ッ ド 材

溶 接 後 の 長 さ L
呼 び 名

頭付きスタッド

ス タ ッ ド 材 の 標 準 形 状 ・ 寸 法

(JIS

1010

計 算 で 確 認 さ れ た 場 合 は 下 記 の 位 置 、 寸 法 に よ ら な く て 良 い 。

梁貫通補強

梁 端 部 （ ス パ ン の 　 ／ 以 内 か つ 以 内 ） は 避 け る 。10 2D

1198)

2 φ

フックボルト

フックボルト

リブプレート

ハ ンチ 起点 は 避け た方 がよ い

2Ft1Ft

Ft 1

Wt 1 Wt 2

2Ft

Ft 1 - 2Ft
Wt 1 2Wt-

≧1 ㎜ フ ィ ラプ レー ト併 用の こ と

(4) ハ ンチ部の継手

ハ ン チ 勾 配 は 普 通 １ ： ４ 程 度 で あ る が 構 造 図 に よ る

フランジ及ウエブ厚の差のある場合

切 板 製

平 鋼 製

e

t

(1) 2

e

t

2

は し あ き e 1(2)
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ト穴心のあき
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(1)
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ベースプレート

裏当金

裏当金

※開先形状は参考

（柱端部に開先を設ける）

Ｂ

2023/12

本工法の設計・施工は、鋼構造設計規準、鉄骨工事技術指針、建築工事標準仕様書 ＪＡＳＳ ６ 鉄骨工事、建築工事標準仕様書・　

注意

JIS Z 3312 又は JIS Z 3313に従い選定する

JIS Z 3211（旧JIS Z 3212）に従い選定する（低水素系）

３０≦ｔｍ≦７０ｍｍ

寸　法

ベースプレート

https://www.senqcia.co.jp/ＵＲＬ

開先はＭＣ-ＴＬ-１Ｂ、ＧＣ-ＴＬ-１Ｂによる
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関東 　ＴＥＬ　０２７-３２２-９４１１

北陸　 ＴＥＬ　０７６-２３３-５２６０ 九州　 ＴＥＬ　０９２-４５２-０３４１

中四国 ＴＥＬ　０８２-２４０-１６３０ ！

イ
プ

タ
G

センクシア株式会社

柱下端

t

7

柱

3
5

。

柱下端

ベースプレート

柱

Ｈ

3
5

7

2

。

（１） ベースプレート・アンカーボルト・ナット・座金・定着板

（大臣認定取得材）

エコタイプ、高強度柱適用タイプのベースプレート上ナットはエコナットを使用する。

降伏比 ７０％以下

メートル並目

アンカーボルト

設　　　　計

MSTL-0566,0404,0180 (Gタイプ用ベースプレート)

MBLT-0042～0046 (アンカー用ボルトセット)

BCJ評定-ST0058（Gタイプ）

ねじの種類

規　格

SN490B
備　考

ベースプレート
エコタイプ

１． 材質

-

BCJ評定

大臣認定 １． 溶　接　材　料

※　柱とベースプレートの溶接は完全溶込み溶接

２．ベースプレートの鉄骨柱への取付け

ベースプレート周辺のモルタル幅（ｅｍ）

中心塗り部分モルタルの厚さ（ｔｍ）

被覆アーク溶接

ガスシールドアーク溶接

基礎柱形

ＳＭ４９０Ａ

-

ＪＩＳ　Ｇ３１０６

座　金

メートル並目

強度区分5

（六角ナット）

ナット

ＪＩＳ　Ｂ１１８１ＨＡＢ

ＳＳ４００

圧延鋼材）

ＪＩＳ　Ｇ３１０１

定着板

（一般構造用

-

工場加工

各　部　名　称

ｅｍ≧３０ｍｍ

柱モルタル

Ａ

ｅｍ

ｔｍ

同解説 ＪＡＳＳ ５ 鉄筋コンクリート工事、およびハイベースNEO工法設計ハンドブックに準拠する。

３．ベースプレート下面モルタルの標準寸法

（ハイベースNEO工法は、Ｓ造及びＣＦＴ造に適用）

８．鉄骨建方

（ロ） □ ３００以上□７００以下、φ３００以上φ７１１．２以下、

（ハ） □ ７５０～□１２００、φ７５０～φ１０１６の場合

７．中心塗り部分モルタル施工

ベースプレート

１．アンカーボルトの設置、無収縮モルタルの充填、これらの施工は、センクシアが定めた認定業者が行うこと。（日本建築センターの評定で義務付けられています。）
２．アンカーボルト及びナットは加熱、溶接、加工は絶対に行わないでください。

溶接部の検査を行う場合は、超音波探傷検査による。

（２） 溶接部に割れの入った場合には、割れの入った両端から
（１） 有害な欠陥のある溶接部は削除して再溶接する。

探傷は柱フランジ側から行う。

５０ｍｍ以上、はつり取り再溶接する。下部定着長さLt

上
部
定
着
長
さ
L
t

アンカ－ボルト

基礎柱形主筋

定着板

４．基礎柱形主筋の定着長さ（最小値）

６． 検　　　　査

方　法

中心塗部分モルタル及び後詰めモルタルの養生

a

a

Ｄ

基礎、基礎ばりコンクリ－トの強度以上となるよう養生期間を確保すること。

１５０ｍｍ ≦ ａ ≦３００ｍｍ　かつ柱寸法 Ｄ以下

注入方法はヘッド圧工法による。

ハイベース工法無収縮モルタルＮＸ-２０００、又はクイック３

３００ｍｍ ≦ ａ ≦５００ｍｍ　

中心塗部分モルタル

後詰めモルタル

６．基礎コンクリート打設

５．鉄筋配筋・型枠の立込み

自立できる形式とし、

捨てコンクリートに固定する。

アンカーボルトの設置は

４．アンカーボルト据付（#）

鋼材の種類、板厚により必要に応じて適切な予熱を行う。

５．溶 接 施 工 一 般

対辺ごとに溶接

予　熱

１

柱フランジ

ｅｍ

４

２

ｅｍ

３

設置精度の

アンカーボルト

アンカーボルト

角形鋼管

4
0
m
m

３．組 立 溶 接

40mm

基準高さよりの誤差eh

－３ｍｍ≦eh≦10mm

Ａ
±
ｅ

ｅ≦３ｍｍ

Ａ±e

アンカーボルト

平　面 レ ベ ル

定着板

アンカーボルト

たてアングル

ピンアンカー

アンボンドスリーブ

上部形板

現 場 施 工

備　考

（自動ロボット溶

不良溶接部の

　　 　補正

余　盛
裏当金

ベースプレート

柱

A

B

溶接余盛はベースプレート側A点から

うに施工する。

2

イ
プ

タ
コ

BCJ評定-ST0059（エコタイプ、高強度柱適用タイプ）

-

（一般構造用

定着板

ＪＩＳ　Ｇ３１０１

圧延鋼材）

ＳＳ４００

※３

※２

ＨＡＢ

※３

ＪＩＳ　Ｂ１１８１

ナット

（六角ナット）

強度区分8 (一重ナット時）

強度区分5 (二重ナット時）

メートル並目

座　金

ＪＩＳ　Ｇ３１０６

-

ＳＭ４９０Ａ

※１

-

ベースプレート

備　考 ＳＮ４９０Ｂ同等

規　格

ねじの種類

アンカーボルト

メートル並目

降伏比 ７０％以下

※１　国土交通大臣認定（ＭＳＴＬ-0566、０４０４、０１８０）　※２　国土交通大臣認定（ＭＢＬＴ-００４２～００４６）

（大臣認定取得材）

エコタイプ（ＥＢ型式、ＥＭ型式、ＥＨ型式）,高強度柱適用タイプ（KB型式）

Ｇタイプ（ＧＢ型式、ＧＭ型式、ＧＨ型式）
※２ ※２

TMCP鋼

-

TMCP325B,C

※２ ※２ ※２

メートル並目

エコナット
※２

大臣認定取得材

-

※４

○日本建築学会「ＪＡＳＳ ５ 鉄筋コンクリート工事」に適合する普通コンクリート

（２）ベースプレート下面のモルタル

○設計基準強度は、Ｆｃ＝１８～３６Ｎ／ ｍｍ

ＪＩＳ　Ｇ ３１１２「鉄筋コンクリート用棒鋼」に定められる、熱間圧延異形棒鋼

ハイベース工法無収縮モルタルＮＸ-２０００、又はクイック３およびこれと

○無収縮モルタルパッド用又は普通モルタル

　（NX-２０００及びクイック３は使用不可。）

鉄　　　　筋

コンクリート

部分モルタル

中 心 塗

（３）基礎・基礎ばり

後　詰　め

モ ル タ ル

２

２． アンカーボルトのセット寸法

アンカーボルト

４本タイプ ８本タイプ

アンカーボルト

アンカーボルト

１２本タイプ

ベースプレート

上端

アンカーボルト
８本タイプ４本タイプ

アンカーボルト
１２本タイプ
アンカーボルト

標準寸法 ｔｍ=50ｍｍ 許容範囲

許容範囲 eｍ≧２５ｍｍ

４．本 溶 接 の 手 順

高さに準拠する（Ｇタイプ）。

余盛高さは、柱接合突出部形状に対応

４．建て入れ直し用のワイヤをアンカーボルトにとらないでください。

施工完了後、ハイベースＮＥＯ工法のチェックシートに工事記録を記載する。

１．捨てコンクリート打設

柱脚部の捨てコンクリートの厚さは９０ｍｍ以上とし、表面は平滑に仕上げる。

２．墨出し

３．アンカーボルト搬入（#）

（架台の形状は異なる場合あり）

アンカーボルトは隙間がないよう確実に

９～１０．モルタル注入枠設置（#）

アンカーボルト締付確認（#）

していることを確認。

１１．モルタル注入枠取り外し

エ

アンカーボルト設置例

施工時は、ねじ山が最低３山

・Gタイプのアンカ－ボルトは二重ナットを標準としていますが、一重ナットでも適用可能です。
・一重ナットとする場合は、コンクリ－トに埋め込む等のゆるみ止め処置が必要です。
　（一重ナットとする場合は、センクシアにご相談ください。）
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M72

M56 5.5
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M36

M48
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※２

アンカーボルト

ナット

ねじ軸

定着板

余

アンボンド

ボルト

モルタル上端

E

φｄ

ベースプレート

座金

ナット
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79
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58

51

45

121

110

98
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面
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E

径
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35800
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55
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65
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87
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64
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B

幅

H

さ

C

離

外

アンボンド

スリーブ

全

※2
a

S

二

ナット

高 対
角

50

43

9

9

37

31

6

6

92

78

66

56

φD1φd1

さ 径 径

座　金

厚 内 外

( mm )

φｄ1

t2

L

B 下端LP

L ０

ボルト上端

S

※1

a
※2

Ｈ

座金の形状

tw

φＤ1

ナットの形状

Ｂ

Ｃ

角形鋼管

長
着
定

L

600

720

840

960

さ

1120

1280

1440

Ｇタイプ用アンカーボルト部品

！ 注意

注意！

エコタイプ、高強度柱適用タイプ用アンカーボルト部品

1080

さ

840

L

定
着
長

155

130

※2a

※1

S

ボルト上端

０L

PL下端B

L

2t

)mm(

外内厚

座　金

径径さ

φd1 φD1
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角
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ナット

二

S

a ※2

全

スリーブ
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外
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29

34
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65

55

L0

35

48

41

径

E

距長
面

tw

エコナット

座金

ベースプレート

φｄ

E

モルタル上端

アンカーボルト

アンボンドスリーブ

余

定着板

軸 ねじ

ナット

アンカーボルト

※２

a

13

16

18

さ

S

ッ径

φｄ

チ

P

130

436

30

42

3.5

4.5

長 長ピ

M30

M36

ね

の
じ

呼
び

ｔ２１

２※
※※

・コンクリートによる被覆を行わない場合は、二重ナット等のゆるみ止め処置が必要です。

・エコタイプ、高強度柱適用タイプのアンカ－ボルトはシングルナットとしておりますので、

はベースプレート台座厚さを示し、ハイベースＮＥＯ型式によって変わります。
ａ寸法は設置誤差を考慮した設計時の最小寸法です。

M24 324 10 29 3619 42 256 565322 46

面
距

55

65

50

38

33

27

75

64

58

B0

幅

H0

さ

C0

離

二

エコナット

高 対
角

３ 表中のエコタイプ上段はEB、EM型式のアンカーボルト4本タイプ、※

　ゆるみ止め処置としてコンクリートスラブで被覆してください。

110 400
600 800

580

690
925720

480

-

M56

61

-

M48M36

50

70

M42

57

5345

44

M24

38

38
-

M30

Ｇタイプ孔径

エコタイプ

87

M64

-

79

M72

-

ねじの呼び

ベースプレートのアンカーボルト孔径

ベースプレートの形状・寸法は、ハイベースＮＥＯ工法設計ハンドブックを参照ください。

ベースプレート形状

ベースプレート形状

開先形状

開先形状

！ 注意

柱はベースプレートのフラット面に

アンカーボルト孔周辺に凹加工して

無収縮モルタルと接する面となります。

設置

目標値

エコナットの形状

Ho

Bo

Co φD1

座金の形状ナットの形状

H

C

B

tw

φd1

○強度はこれに接するコンクリートの強度以上

ＮＸ-２０００、クイック３は使用不可。

(#)：センクシアの担当範囲

（形板芯にて検査）

３．設置後のアンカーボルトのねじ部は打ちきずやコンクリートが付着しないようにねじ部の保護養生をしてください。

５．本資料以外の施工方法で行った場合、ハイベースNEOの性能が発揮できなくなります。

※３　Ｍ７２は細目ねじ　　　　　　　　　　　　※４　建築基準法第37条第二号に基づく国土交通大臣認定を取得した材料を使用

コンクリートスラブ天端

　その場合、せん断耐力が変わる可能性がありますのでセンクシアにご相談ください。
・アンカーボルト上部には必ずエコナットを使用してください。通常のナットでは所定の性能が発揮できません。

板厚40mm以下の場合

板厚40mm超の場合

105
95 400

480 645
550

施工時は、ねじ山が最低３山ナットの外に出るように余長を確保してください。

はベースプレート台座厚さを

※※１

２ｔ

ａ寸法は設置誤差を考慮した設計

※２

上段はGB型式及びGM型式の場合、

※３

M24 324 105 10 29645 3619 42 256 44480

150
130

165
155

190
175

210
185

230
200

955
925

1110
1080

1270
1235

1470
1420

1660
1610

(1)ウェブの両面すみ肉溶接

(2)開先部の溶接

１パスごとに

全周溶接を行

(曲げ負担の場合は、
完全溶込み溶接とする)

H形柱の

溶接

エンドタブの取付とＨ形柱ウェブの

すみ肉溶接 ハイベース
ウェブ突出部

柱ウェブ

エンドタブ

スカラップ
（H形柱の場合）

組立溶接

40mm

組立溶接

円形鋼管 H形

40mm

組立溶接

円形鋼管 H形

を行う。

接の場合はこれ

によらない）

う。

取り付けてください。

いる面はベースプレート裏面であり、

H形柱用（EH型式）

角形鋼管柱用（EB型式） 円形鋼管柱用（EM型式）

H形柱用（GH型式）

円形鋼管柱用（GM型式）角形鋼管柱用（GB型式）

柱側B点へ向かってなめらかになるよ

し突き合わせ継手またはＴ継手余盛り

2

EB,GB,EM,GM,EH,KB型式 GH型式

　　アンカーボルト締付

締め付けを行う。

８．鉄骨建方

後詰めモルタル充填（#）

９．モルタル注入枠設置（#）

後詰めモルタル充填（#）

１０．アンカーボルト締付（#）

予備締め

ナット回転法による本締め

（30°回転、許容差：　　）
+10°
-0

マーキング

ベースプレートと座金とナットが密着

スカラップ
（H形柱の場合）

注意！ 柱の溶接時にベースプレートとの組合せによってはベースプレートが溶接熱歪によって曲がることがあります。

ねじの
4本タイプ用 8本タイプ用 12本タイプ用

M24

厚さ 外径 内径

(mm)

長さ 幅

定着板（4本タイプ用）

定着板（8本タイプ用）
32 180 68 12 330 130 68

-16 70 27

16 90 33

19 100 39

22 120 45

25 140 52

28 160 60

9

12

16

33

39

45

52

60

76

68

45

52

60

180

215

240

270

305

65

75

85

95

110

225

260

295

340

375

85

95

110

130

145

M30

M36

M42

M48

M56

M64

M72

厚さ 厚さ内径 内径長さ 幅

td ad bd dd tt at bt dtts Ds ds

- - - - - - -

----

----

- - - 16 380 145 76

9

9

9

9

9

9

9

ｅｍ

定着板（エコタイプ、高強度柱適用タイプ、Gタイプ共通）

スリーブ

アンカー

示し、ハイベースＮＥＯ型式に
よって変わります。

下段はGH型式の場合の寸法です。

ナットの外に出るように余長を

時の最小寸法です。

確保してください。

呼び

(mm)

定着板（12本タイプ用）

t
s

D
s

d
s

t
d

b
d

ad

d
d

bt

dt

b
t

t
t

at

a
t

（大臣認定取得材）

ＨＣＷ４９０B,b
ＨＣＷ４９０ｓｔ

へりあき量は、ベースプレート外形寸法の０．１倍以上確保しなければならない。柱　　　　形

（イ） □ ２５０以下、φ２６７．４以下、H２５０以下の場合

１００ｍｍ ≦ ａ ≦２００ｍｍ　かつ柱寸法 Ｄ以下

　　　 および H２５０以上の場合

※ベースプレートと柱のF値が異なる場合は、JASS6や各材質毎に定められた指針に従い溶接材料を選定する。　

基礎柱形上面の目荒らし・水洗いを行ってください。

同等以上の無収縮性モルタル 

およびこれと同等以上の無収縮性モルタル

※

※

※ センクシアが供給するものに限る

※ センクシアが供給するものに限る

TMCP385B,C

高強度角形鋼管柱用（KB型式）

４本タイプ
アンカーボルト アンカーボルト

８本タイプ

アンカーボルト
８本タイプ １２本タイプ

アンカーボルト

エコタイプ下段はEB、EM型式のアンカーボルト8本、12本タイプ及びEHタイプの場合の寸法です。

JIS G3136 又は

高強度柱適用タイプ

TMCP鋼
※４

M42

エコタイプ

高強度柱適用タイプ

柱
適

度
強
高

イ
プ

タ
用

・

1110840165 789 437534 65481842 4.5 6538 75M42

高強度柱適用タイプ

※3

ハイベースNEO工法設計施工標準

実 施

- S-
構造設計者

平間  勝久　一級建築士 登録　第359850号

    構造設計一級建築士 交付　第 10586号

ハイベースNEO工法設計施工標準 09亘理町立逢隈中学校トイレ増築工事R07.2
記 事 楠 山 設 計会社

株式
オー・エックス芭蕉の辻ビル

仙台市青葉区一番町三丁目3番16号

ＴＥＬ（022） 224-1207

宮城県知事  登録   第23110182号

一級建築士事務所

板垣俊也　　登録　 第207908 号

Ｎｏ．図　　　　　　　面　　　　　　　名工　　　　　　　事　　　　　　　名縮　　尺月　　日設　　　　計　　　　部承　　認設　　　　計　　　　者



500 8-D16 D13@150 500 16-D16 D13@150 500 8-D16 D13@150 500 16-D16 D13@150

（角形鋼管柱用□150～□550）

BCJ評定-ST0059（エコタイプ）

大臣認定

BCJ評定 BCJ評定-ST0058（Gタイプ）

MBLT-0042～0046(アンカーボルト)

MSTL-0404,0180(Gタイプ用ベースプレート)

（ハイベースNEO工法エコタイプは、Ｓ造及びCFT造に適用）

（ハイベースNEO工法Gタイプは、Ｓ造及びCFT造に適用）

中四国ＴＥＬ　０８２-２４０-１６３０

九州　ＴＥＬ　０９２-４５２-０３４１北陸　ＴＥＬ　０７６-２３３-５２６０

関東　ＴＥＬ　０２７-３２２-９４１１

中部　ＴＥＬ　０５２-５８２-３３５６

関西　ＴＥＬ　０６-６３９５-２１３３本社　ＴＥＬ　０３-４２１４-１９３２

東北　ＴＥＬ　０２２-２１３-５５９５

札幌　ＴＥＬ　０１１-７０８-１１７７

〈角形鋼管柱用 □150～□550〉

角形鋼管柱用

型式表示例

アンカーボルト本数

柱外形寸法

アンカーボルト径

C

1

2

C

A

エコタイプ：

Gタイプ　：

3C C3

A

C
2

1

C

2tH 2t

F

E

Gタイプ エコタイプ

アンカーボルト１２本タイプアンカーボルト４本タイプ

C2

A
1C

t2

エコタイプ

アンカーボルト８本タイプ

同解説ＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事、およびハイベースNEO工法設計ハンドブックに準拠する。

本工法の設計・施工は、鋼構造設計規準、鉄骨工事技術指針、建築工事標準仕様書ＪＡＳＳ６鉄骨工事、建築工事標準仕様書・　

ベースプレート形状

C1
A

2C

H 2t

F

E

GタイプGタイプ

A

1C

F

t2

E

2t

C1

A

エコタイプ

H

□450

□350

□400

□500

□150

□175

□200

□250

□300

9～40

9～36

9～32

9～25

9～22

9～25

9～25

9～28

4.5～12

4.5～12

6～12

6～16

6～22

EB150-4-24

EB175-4-24

EB250-8-30

EB350-4-30

EB500-12-42

EB200-4

EB250-4

EB300-4

EB300-8

EB350-8

EB400-8

EB450-8

EB500-8

-24

-30

-36

-36

-30

-24

-30

-36

-30

-36

-36

-30

-42

-42

-30

-36

-36

-42

-42

-36

-42

-42

-30

-36

-48

-48

-42

-36

-48

-42

-42

-48

-36

-42

-48

-48

-42

-36

-48

-42

-48

-56

GB350-4

GB350-8

GB400-8

GB400-4

GB450-4

GB450-8

GB500-8

GB500-4

GB500-12

4-M24

4-M24

4-M24

4-M30

4-M36

4-M24

4-M30

4-M36

4-M30

4-M36

4-M30

8-M30

8-M30

8-M30

8-M30

8-M36

8-M36

8-M36

8-M36

8-M36

8-M36

8-M36

8-M42

8-M42

8-M42

8-M42

8-M42

8-M48

8-M48

8-M48

4-M42

4-M48

4-M42

4-M48

4-M42

4-M48

4-M42

4-M48

12-M48

12-M56

8-M42

12-M42

8-M36

8-M42

8-M30

8-M36

8-M42

550

290

310

340

360

360

390

410

410

450

460

460

500

510

510

550

560

590

600

610

640

660

690

710

740

740

590

540

560

590

600

640

610

640

680

650

690

660

690

730

700

740

710

740

780

780

810

440

210

230

260

270

270

310

320

320

360

370

370

410

420

420

460

470

480

510

520

530

570

580

620

630

630

460

450

470

480

490

510

520

530

550

540

560

570

580

600

590

610

620

630

650

650

670

－

－

－

－

－

－

190

－

240

220

－

290

270

260

340

320

310

360

370

410

420

600

280

270

260

320

310

300

370

360

350

420

410

400

610

630

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

350

300

－

320

356

458

508

－

－

－

－

－

－

－

－

－

408

280

320

360

400

－

－

－

－

－

－

－

－

－

75

90

55

65

70

75

85

60

70

80

75

85

60

65

75

80

90

65

70

80

90

105

－

－

－

－

－

－

－

－

－

50

25

25

25

32

40

25

32

40

40

32

40

36

44

32

36

40

48

36

40

48

44

48

44

48

60

61

28

36

45

49

59

34

42

52

48

58

32

40

49

47

57

30

37

46

57

72

107

17

19

23

33

41

30

43

53

64

54

67

71

90

66

86

99

132

102

117

155

150

180

173

207

258

142

77

95

118

129

165

110

136

176

153

192

130

158

196

183

226

154

181

225

265

342

72

14

14

14

23

36

15

23

36

51

24

37

51

82

24

52

83

131

52

83

131

84

132

89

133

197

113

52

83

131

73

114

83

131

211

73

116

84

132

213

74

127

89

133

215

304

455

179

31

33

37

56

77

45

66

89

115

78

104

122

172

90

138

182

263

154

200

286

234

312

262

340

455

255

129

178

249

202

279

193

267

387

226

308

214

290

409

257

353

243

314

440

569

797

840

400

400

400

400

480

400

400

480

600

400

480

600

720

400

600

720

840

600

720

840

720

840

720

840

840

960

600

720

840

840

960

720

840

960

840

960

720

840

960

840

960

720

840

960

960

1120

145

80

80

80

102

117

80

102

117

110

102

117

106

121

102

106

117

138

106

117

138

121

138

121

138

150

168

95

116

140

144

166

114

137

159

143

165

112

135

156

142

164

110

132

153

164

195

1100以上

550以上

600以上

600以上

600以上

700以上

600以上

600以上

700以上

800以上

600以上

700以上

800以上

900以上

600以上

800以上

900以上

1100以上

800以上

900以上

1100以上

900以上

1100以上

900以上

1100以上

1100以上

1200以上

800以上

900以上

1100以上

1100以上

1200以上

900以上

1100以上

1300以上

1100以上

1200以上

900以上

1100以上

1300以上

1100以上

1200以上

900以上

1100以上

1300以上

1300以上

1450以上

120

120

120

150

160

120

150

160

150

150

160

150

170

150

150

160

180

150

160

180

170

180

170

180

190

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

ゾーン

柱符号

質量（kg）

部品

寸法　（mm）

Ａ C２C１ HE t ベースプレート セット質量

L L1

柱形  b
主筋量数量

採用

柱サイズ 板厚範囲

基礎天端～

捨てコン天端

h(mm)C3 F 2

適　用　柱 ハイベースNEO型式
ｱﾝｶｰ

エコタイプ Gタイプ

基礎柱形の設計例(Fc24) 　<　中柱用（4方向から基礎梁が取り付く場合のみを示す。)>　

ﾎﾞﾙﾄ

ﾍﾞｰｽプレ－ト下端～

ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞ天端

hc(mm) 帯筋

基礎柱形の設計例(Fc24) 　<　側・隅柱用　>

ゾーン

Lt（mm）

鉄筋の定着長さ
ゾーン ゾーン

(mm)

(mm) (mm)

主筋量 帯筋
(mm)

主筋量 帯筋
(mm)

主筋量 帯筋
(mm)

柱形  b 柱形  b 柱形  b
定数

3

回転バネ

X10 kN・m/rad

128

14.0

17.9

21.9

35.4

41.4

32.2

51.3

59.7

51.1

70.1

82.9

69.4

84.0

93.1

133

111

127

210

238

396

175

169

199

89.5

105

156

150

188

216

163

194

234

282

321

199

236

296

348

413

244

290

354

421

489

695

771

表中に無いサイズについても対応可能です。センクシアに問い合わせ下さい。鉄筋はD13,D16はSD295,D19,D22,D25はSD345,D29はSD390をご採用ください。

注 ４)<中柱用>の鉄筋量は、基礎梁内のあばら筋を□450以下はD10@250、□500以上はD13@250として算定しています。 

注 ３)表中の鉄筋量は基礎立上がりのない場合（基礎梁天端と基礎柱形天端が一致する場合）の設計例です。立上がりがある場合、独立基礎の場合は、
注 ２)上記表内の<中柱用>とは、4方向から基礎梁が取り付いた状態を示します。この条件を満たさない状態については、<側・隅柱用>を御採用下さい。

注 １)   、 ゾーン分けについてはハイベースNEO工法設計ハンドブックの各型式の耐力線図を参照下さい。

注 ５)部品の質量はアンカーボルト部品と形板を合わせた質量です。

　　　ハイベースNEO工法設計ハンドブックに従い、日本建築学会等の規準・指針に準拠した設計を行って下さい。

　　　あばら筋断面積がこれよりも小さくなる場合は<側・隅柱用>の鉄筋量として下さい。

500 8-D16 D13@150 500 16-D16 D13@150 500 8-D16 D13@150 500 16-D16 D13@150

520

550

570

580

600

610

610

640

660

660

700

720

710

750

770

790

750

790

740

770

790

800

820

840

810

840

820

840

880

870

890

860

890

870

890

930

950

950

950

910

950

950

950

1000

1000

1050

24-D25

16-D22

12-D19

8-D16

8-D16

8-D19

8-D19

8-D19

12-D19

12-D22

8-D19

12-D19

16-D25

8-D19

16-D22

16-D25

20-D25

12-D25

12-D25

16-D22

16-D25

20-D25

16-D22

16-D25

20-D25

12-D25

12-D25

16-D25

20-D25

20-D29

16-D25

24-D25

12-D25

12-D25

16-D25

20-D29

16-D25

24-D25

28-D25

12-D25

12-D25

16-D25

20-D25

20-D29

24-D29

32-D29

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@100

D13@150

D13@150

D13@100

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@100

D13@150

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

4-D16@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

4-D16@100

4-D16@100

500

520

550

570

580

600

610

610

640

660

660

700

720

710

750

770

790

750

790

740

770

800

800

820

840

810

840

820

850

890

870

890

860

890

870

890

940

950

950

1050

910

950

950

950

1000

1100

1500

16-D19

16-D16

16-D16

20-D19

12-D19

16-D19

20-D19

20-D22

16-D19

20-D19

20-D22

24-D25

16-D19

20-D22

24-D25

32-D25

16-D25

20-D25

20-D22

24-D25

32-D25

20-D22

24-D25

32-D25

16-D25

20-D25

24-D25

32-D25

28-D29

24-D25

32-D25

16-D25

20-D25

24-D25

32-D25

28-D29

24-D25

32-D25

44-D25

16-D25

20-D25

24-D25

32-D25

28-D29

40-D29

56-D29

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@100

D13@150

D13@150

D13@100

D13@100

D13@150

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@150

D13@100

D13@100

D13@150

D13@150

D13@150

D13@100

D16@100

D13@150

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D16@100

D16@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D16@100

D13@100

D13@100

4-D16@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

4-D16@100

4-D16@100

D16@100

520

550

570

580

600

610

610

640

660

660

700

720

710

750

770

790

750

790

740

770

790

800

820

840

810

840

820

840

880

870

890

860

890

870

890

930

950

950

950

910

950

950

950

1000

1000

1050

8-D16

8-D16

8-D16

8-D19

12-D19

8-D19

8-D19

12-D19

12-D22

8-D19

12-D19

16-D22

16-D25

8-D19

16-D22

16-D25

20-D25

12-D25

12-D25

16-D22

16-D25

20-D25

12-D22

12-D25

20-D25

12-D25

12-D25

16-D25

20-D25

20-D29

16-D25

20-D25

12-D25

12-D25

16-D25

20-D25

20-D29

12-D25

20-D25

20-D25

12-D25

12-D25

16-D25

20-D25

20-D29

16-D29

24-D29

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@100

D13@150

D13@150

D13@100

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@100

D13@150

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

4-D16@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

4-D16@100

4-D16@100

D13@100

500

520

550

570

580

600

610

610

640

660

660

700

720

710

750

770

790

750

790

740

770

800

800

820

840

810

840

820

850

890

870

890

860

890

870

890

940

950

950

1050

910

950

950

950

1000

1100

1500

16-D19

16-D16

16-D16

16-D16

16-D19

12-D19

20-D19

20-D22

16-D19

20-D19

20-D22

24-D25

16-D19

20-D22

24-D25

32-D25

16-D25

20-D25

20-D22

24-D25

32-D25

20-D22

24-D25

32-D25

16-D25

20-D25

24-D25

32-D25

28-D29

24-D25

32-D25

16-D25

20-D25

24-D25

32-D25

28-D29

24-D25

32-D25

44-D25

16-D25

20-D25

24-D25

32-D25

28-D29

40-D29

56-D29

20-D19

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@100

D13@150

D13@150

D13@100

D13@150

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@150

D13@100

D13@100

D13@150

D13@150

D13@150

D13@100

D16@100

D13@150

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D16@100

D16@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D16@100

D13@100

D13@100

4-D16@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

4-D16@100

4-D16@100

D16@100

EB350－8－36

GB500－8－42

注)表中のh寸法は杭がない場合です。

L,L1,h,hc,b寸法、柱形主筋の定着長さ(Lt)

Gタイプはダブルナット仕様(露出が標準)

エコタイプはシングルナット仕様（コンクリートスラブに埋込）

杭がある場合は表中のh寸法に+100mm以上確保して下さい。

b

b

   Gタイプでコンクリートスラブに埋め込む場合、スラブ厚(hc寸法)は

"L1寸法+最低40mm以上のかぶり"となる寸法を確保してください。

Lt寸法は定着板上面より下表の定着長さを上下とも確保してください。

Lt（mm）

鉄筋の定着長さ

・ハイベースNEO工法

https://www.senqcia.co.jp/ＵＲＬセンクシア株式会社

□550
9～40

9～28
EB550-12-42

EB550-8-42

GB550-12

GB550-4

GB550-8

-56

-48

-48

-48

-36

-42

-56

790

820

760

790

830

830

860

800

790

660

680

670

680

700

700

720

690

680

－

470

460

450

660

680

470

650

－

370

350

400

－

558

－

450

－

90

100

65

70

75

85

100

－

56

69

29

36

45

55

69

48

60

8-M36

8-M42

8-M48

4-M48

4-M56

12-M48

12-M56

12-M42

257

308

180

207

250

288

366

242

294

129

187

90

133

217

306

458

133

198

386

495

270

340

467

594

824

375

492

960

1120

720

840

960

960

1120

840

840

163

192

109

131

152

162

192

138

150

1200以上

1350以上

900以上

1100以上

1300以上

1300以上

1450以上

1100以上

1100以上

－

－

－

－

－

－

－

180

190

339

408

419

498

580

817

923

317

475

1000 24-D25 1000 32-D25 D13@100 1000 20-D25 D13@100 1000 32-D25 D13@1001000

1000

1000

1050

1000

1000

1050

1050

1100

24-D25

28-D25

12-D25

16-D25

16-D25

24-D25

20-D29

24-D29

32-D29

D13@100

4-D16@100

D16@150

D16@150

D13@100

D13@100

D16@150

4-D16@100

4-D16@100

1000

1050

1000

1050

1000

1000

1050

1100

1500

32-D25

44-D25

20-D25

28-D25

24-D25

32-D25

28-D29

40-D29

56-D29

D13@100

4-D16@100

D16@150

D16@150

D13@100

D13@100

D16@150

4-D16@100

4-D16@100

1000

1000

1000

1050

1000

1000

1050

1050

1100

20-D25

20-D25

12-D25

16-D25

16-D25

20-D25

20-D29

20-D29

24-D29

D13@100

4-D16@100

D16@150

D16@150

D13@100

D13@100

D16@150

4-D16@100

4-D16@100

1000

1050

1000

1050

1000

1000

1050

1100

1500

32-D25

44-D25

20-D25

28-D25

24-D25

32-D25

28-D29

40-D29

56-D29

D13@100

4-D16@100

D16@150

D16@150

D13@100

D13@100

D16@150

4-D16@100

4-D16@100

8-M42

-64 8-M64 850 690 390 105 68 346 464 810 1280 210 1600以上 －659 1100 32-D29 D16@100 1150 48-D29 D16@75 1100 1100 28-D29 D16@100 1150 48-D29 D16@75 1100

-64 900 740 440 95 658-M64 367 467 834 1280 207 1600以上 －806 1150 32-D29 D16@100 1150 48-D29 D16@75 1150 28-D29 D16@100 1150 48-D29 D16@75

200

190

190

290

330

190

280

330

430

270

330

410

570

240

460

540

710

480

580

470

560

610

450

530

680

400

500

540

600

790

520

670

390

480

520

680

770

510

660

600

390

470

510

660

740

760

980

200

190

190

290

330

190

280

330

430

270

330

410

570

240

460

540

710

480

580

470

560

610

450

530

680

400

500
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構造設計者

平間  勝久　一級建築士 登録　第359850号

    構造設計一級建築士 交付　第 10586号

ハイベースNEO工法
各種寸法及び基礎柱形設計例 10亘理町立逢隈中学校トイレ増築工事R07.2

記 事 楠 山 設 計会社
株式

オー・エックス芭蕉の辻ビル

仙台市青葉区一番町三丁目3番16号

ＴＥＬ（022） 224-1207

宮城県知事  登録   第23110182号

一級建築士事務所

板垣俊也　　登録　 第207908 号

Ｎｏ．図　　　　　　　面　　　　　　　名工　　　　　　　事　　　　　　　名縮　　尺月　　日設　　　　計　　　　部承　　認設　　　　計　　　　者


